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濟
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^
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然
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性
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つ
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囊
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意

志
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産

た
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諸
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律
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ら

れ
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統
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經

濟

へ
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移
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れ

ば

な
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セ

ぁ
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.
ブル

ゥ

デ

.ュ
市場に於けるハンザと和蘭商人

'

■

:

高

村

象

平
 

.

'

一
'

北
歐
商
業
圈
、
殊
に
.バ
ル
ト
海
商
業
圈
に
於
け
る
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
至
上
權
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
か
け
'
て
、先
づ
ズ
ン
. 

ド
海
峡
に
對
す
る
亥
配
と
、
次
い
で
、パ
ル
ト
海
地
域
へ
の
進
出
と
を

目
指
す
和
蘭
商
業
資
本
に
よ
つ
て
、

搖
が
さ
れ
始
め
る(

1

)

0

こ 

れ
は
後
者
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
和
蘭
商
人
の
取
引
地
域
の
擴
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
り
右
の
東
西
兩
歐
連
絡
の
要
衡
點
に
於
い
て 

の
み
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
從
來
ハ
ン
ザ
の
獨
占
權
益
堆
域
た
る
ス
ヵ
ヾ
ン
デ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
吣
ガ
諸
國
に
對
し
て
も
或
は
ロ
シ
ア
市
場
に 

對
し
て
.も
亦
、
彼
等
和
蘭
人
の
競
爭
は
同
時
に
展
開
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
四
三
八
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
ベ
ル
ゲ
ン 

航

行

者

組

合

の

，
設

M

さ
れ
た
こ
と
や
?

〕

、

ハ
ン
.
ザ
都
市
レ
-
ヴ
'ァ
ル
に
對
立
す
る
ヴ
ィ

ボ
ル
ク
に
於
い
て
和
蘭
商
人
が
、
鹽
、葡
萄
酒
、 

毛
織
物
等
め
輸
入
税
乃
至
裸
麥
、
タ
ァ
ル
の
輸
出
稅
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
の
.如
き
は
、
こ
れ
の
證
左
と
な
し
得
る
。

.

然
し
な
が
ら
、

ハ
シ
ザ
と
和
蘭
と
の
競
爭
の
く
り
.ひ
ろ
げ
ら
れ
た
第
一
：
の
場
所
は
、
こ

Q

北
方
王
國
乃
至
東
北
歐
よ
り
は
、
前
記
取 

西
兩
歐
を
結
ぶ
仲
繼
商
業
で
あ
つ
た
。
殊
に
十
五
世
紀
前
半
の
ズ
ン
ド
戰
爭
に
よ
つ
て
一
度
困
窮
の
M
に
陷
つ
た
和
1«
^
濟
が
、
當
時 

ブ
ル
b

デ
ュ
市
場
に
於
け
.
る《

V

ザw

和
蘭
商
人 

三
五
/ 

(

七
四五

：}
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.ブル

.ゥ
デ

.
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ユ
•市
場
に
於
け
：
，

る

ハン
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ザ
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和
蘭
商
人

 

ご

ブ

山

，

寵
と
な
り
つ
、
あ
つ

.

I

治

的

權

力

を

背

景

と

し

て

、
同

世

紀

の

中

葉
3

立

ち

直

れ

、
商
•
エ

森

運

の

諸

部

門

に
^

い
發
f

示
し
出
し
た
後
に
於
い
.

I

う
で
あ
つ
.た
。
更

に一

四
：五I

——

五
六
年
：ハ
ン
ザ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
通
商
封
鎖
に
際
し
、

フ
ラ 

シ
ド
ル
毛
織
物
の
代
用
品
と
し
て
、
和
蘭
毛
織
物
が
，ハ
ン
ザ
商
人
に
ょ
つ
て
さ
へ
取
引
さ
れ
る
に
至
つ
て
か
ら
は
、
例
令
こ
の
時
表
面 

勺
に
は
ハ
ン
ザ
.
と
和
蘭
と
間
の
織
か
f

が
ニ
應
解
消
さ
れ
.た
や
う
に
見
ぇ
て
も
、
尙
兩
者
の
競
爭
は
結
局
.こQ

束
西
商
業
連
絡
に 

 ̂

(

て
、
贽
も
良
.
强
く
行
は
れ
つ
、
あ0
た
と
去
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
隱
然
た
る
競
爭
に
於
い
て
の
優
位
は
和
蘭
^
人 

に
と
つ
て
も
ハ
ン
ザ
商
人
に
と
つ
.て
も
' 

そ
の
主
た
る
取
引
對
象
と
な
つ
て
居
た
毛
織
物
の
坐
產
的
根
據
を
有
す
る
も
の
が
占
め
る
と 

こ
ろ
で
あ
つ
ヒ
。
そ
れ
が
ハ
ン
ザ
で
な
く
し
て
：和
蘭
で
あ
つ
た
.こ
と
は
、
：
別
し
.て
斷
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
毛
織
物
と
異
つ 

て
、
和
蘭
が
そ
の
政
治
的
領
域
内
に
生
產
的
議
を
持
た
な
か
つ
た
他
I

要
商
品
、
例
へ
ば
鹽
を
と
つ
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ハ
ン 

ザ
領
域
に
は
十
比
踅
來
有
名
な
リ
ュ
ゥ
ネ
ブ
ル
ク
鹽
■が
存
在
し
た
に
も
拘
ら
ず
S

、
'
和
蘭
は
こ
れ
に
對
抗
す
る
ベ
ィ
海

鹽

の

產

 

こ
ょ
っU

、

こ
れ
を
彼
等
の
バ
ル
ト
海
進
出Q

爲
め
の
有
力
な
武
器
と
爲
し
"
遂
に
こ
の
商
品
種
類
に
關
し
て
も
ハ
ン
ザ
に
對
し
て
優 

越
し
た
心
で
あ
つ
.た
。
ズ
シ
ド
戰&

が
全
く
終
了
し
'な
い
う
ち
か
ら
、
ゼ
エ
ラ
ン
ド
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
商
人
は
大
擧
し
て
べ
ィ
へ 

の

産

を

g

開
し
て
居
り(

一
四
四
一
年

)

、
又
十
五
世
紀
中
葉
以
後
に
於
い
て
は
、
積
極
的
に
自
己
の
S

に
於
い
て
バ
ル
ト
海
地
域 

に
こ
の
商
品
を
寶
り
こ
む
に
至
つ
て
居
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
多
く
和
麗
運
業
若
は
ハ
ン
ザ
商
人
に
傭
船
さ
れ
て
以
て
べ
ィ
駿
を
そ 

の
產
地
か
ら
ハ
ン
ザ
篇
に
運
送
し
て
居
た
の
で
あ
つ
た
s

o

こ
の
和
蘭
の
鹽
取
引
の
'增
加
が
、
來
北
歐
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
商
人
に 

慕

を

興

へ

空

と

は

、

一
四
五
八
f

ガ
か
t

m

l

取
引
狀
の
中
に
現
は
れ
て
居
る(

6

)

。

そ
れ
は
I

船
舶
の
來
往

に
ょ
つ
て
鹽
の
價
格
が
下
落
す
る
こ
と
に
就
い
.て
の
記
事
で
あ
る(

7

、

(

1)

拙
稿
、
ー
和
蘭
商
橥
資
本
の
バ
ル
ト
海
進
出
に
就
ぃ
て
し(

本
誌
三
十
1
卷
十
.ニ
號
所
載)

參
照
。

.
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2) 
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こ
の
和
蘭
毛
織
物
生
產
の
增
加
を
示
す
一
例
と
も
て
、
ズ
ン
ド
戰
淨
後
、
ラ
イ
デ
ン
市
に
於
け
るS

t
r
y
k
e
r
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布
の
數
字
を
檢
す
る
時
、
そ
の
僧
加
額
が
ハ
シ
ザ
と
フ
ラ
ン
ド
ル
と
の
通
商
復
活
後
、
さ
し
て
急
激
に
で
は
な
い
が
減
退
を
示
し
て
f

こ
と 

か
ら
し
て
も
'
和
蘭
毛
織
物
菜
の
十
五
世
紀
中
葉
頃
の
發
展
が
、
■ •,
ハ
ン
ザ
と
フ
ラ
ン
ド
ル
と
'の
紛
擾
に
. 一_

負
ふ
と
こ
ろ
あ
る
.こ
と
.が

解

る

,

か
と
考
へ
ら
れ
る
。 

•

.
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そ
れ
I

時
に
こ
の
_

は
、
こ
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
の
都
市
に
於
い
て
、
更
に
は
そ
の
.—
*
帶
の
地
域
に
於
い
て
、
和
蘭
の
競
^
か
尙
激
し
く 

な
か
つ
た
.際
に
、
ハ
シ
ザ
商
人
が
壟
斷
し
た
獨
占
利
潤
の
在
り
場
所
を
自
ら
物
語
る
も
の
と
も
做
さ
れ
得
ょ
ぅ
。

.

扨
て
ズV

ト

馨

後

の

約

半

世

紀

呈

つV
、

即
ち
S

世
紀Q

後
半
期
に
於
いV

、

ハ

ン

ザ

對

蘭Q
®

西
兩
歐
を
連
絡
す
る
商 

業
路
に
關
す
る
_

#
は
、
西
歐
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
商
業
の
據
點
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
ス
テ
エ
ブ
ル
を
繞
つ
て
展
開
さ
れ
た
。
ズ
ン
ド
航
行
の 

自

E1
1
を
確
^
し
辱
て
V
以
て
.パ
ル
ト
海
地
域
に
進
み
入
る
關
門
を
そ
の
手
に
一
應
收
め
得
た
和
蘭
商
業
資
本
は
、
こ
\
に
そ
の
居
地
に 

隣
れ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
に
於
い
て
旣
に
長
く
礎
き
あ
げ
ら
れ
て
居
た
ハ
ン
ザ
の
商
業
中
心
地
に
對
し
て
攻
勢
を
採
り
そ
し
て
該
所
か
ら 

ハ
ン
ザ
勢
力
を
驅
逐
す
る
こ
と
を
計
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
和
蘭
商
人
の
賴
極
的
態
度
を
支
援
ず
る
も
の
に
、
和
蘭
•
ゼ
エ
ラ 

ン
ド
•
フ
ラ
.ン
ド
ル
.
•ブ
ラ
バ
ン
ト
•
エ
エ
ノ
オ
等
の
ネH

デ
ル
ラ
シ
ド
一
帶
に
對
し
て
中
央
集
權
的
統
一
を
劃
し
つ
、
あ
つ
た
ブ
ル
ダ 

ン
ド
，政
治
權
カ
が
あ
つ
た
。
從
つ
て
ブ
ル
ウ
ヂ
チ
•
ス
テ
エ
ブ
ル
を
繞
つ
て
展
開
さ
れ
る
ハ
ン
ザ
と
和
蘭
と
の
覇
權
爭
奪
の
經
過
は
、
ハ

ン
ザ
と
ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
と
0
間

0;
政

.治
鬪
爭
と
絡
み
合
っ
.て
現
は
れ
る
。
た

^
.ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
地
は
、
自
體
複
雜
な
地
方
的
政 

治
關
係
を
有
し
た
故
に
.
•そ
し
て
又
英
*佛
•獨Q

三
太
國
の
利
害
が
こ
の
地
の
政
治
的
統
一
に
對
し
て
樣
々
な
影
響
を
與
へ
る
も
の
で 

あ
っ
た
故
に
、
'
ブ
ル
グ
ン
ド
公
に
よ
る
統
一
後
も
倚
、
劃1

的
經
濟
政
策
の
實
施
に
は
數
多
く
の
支
障
が
存
在
し
.た

"

斯

か

る

困

難

が 

そ
の
對
ハ
ン
ザ
政
策
上
に
も
現
は
れ
て
、
そ
の
爲
め
フ
ラ
ン
ド
ル
よ
り
ハ
ン
ザ
の
勢
力
排
斥
は
短
時
日
に
は
行
は
れ
得
ず
、
寧
ろ
そ
の 

達
成
は
、
V
フ
ル
ゥ
ヂ
ュ
の
做
坭
商
業
上
.に
占
め
る
優
越
的
地
位
の
喪
失
と
共
に
、
始
め
て
爲
さ
.れ
得
た
と
い
ふ
外
觀
を
里
し
て
居
る
の 

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
の
勢
力
維
持
の
^
力
は
、
直
接
に
は
そ
し
て
ハ
ン
ザ
の
側
か
ら
茇
へ
ば
、
そ
の 

地
の
■
建
領
主
の
權
カ
に
對
す
る
_
爭
で
あ
っ
た
。
.そ
し
て
既
に
別
の
機
會
に一

言
し
た
如
く
、
强
カ
な
國
民
國
家
を
背
後
に
有
す
る 

こ
と
な
か
っ
た
ハ
ン
ザ
は
、
こ
の
フ
ラ
シ
ド
ル
の
、
双
っ
て
又
ネ
エ
デ
、ル
ラ
ン
；ド
の
銃T

的
政
治
權
カ
に
對
し
て
屈
せ
ざ
る
を
得
な
か 

っ
，た
の
で
あ
っ
た
。

以
下
私
は
西
歐
.に
於
け
る
ハ
ン
ザ
の
牙
城
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
に
對
す
る
和
蘭
商
業
資
本
の
攻
擊
に
、王
點
を
置
き
な
が
ら
、
.十
五
世
紀
後
半 

の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
市
場
の
.動
向
に
就
.い
て
考
察
を
加
べ
た
い
と
思
ふ
。
そ
の
前
に
、
こ
の
フ
ラ

ン
•ド
ル
の
最
大
商
業
都
市
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
が
丨 

中
世
後
期
.の
世
界
商
業
に
對
し
て
有
し
た
重
要
性
に
就
い
て
一
言
し
た
い
。

.

'

•
I
I
.

 

.

.ネ
エ
デ
ル
ラ
.ン
ド
に
於
け
る
商
業
勢
力
と
し
て
、
和
蘭
人
、
ゼ
エ
ラ
ン
ド
人
の
活
躍
し
出
し
た
十
四
、
十
五
世
紀
の
頃
は
、
フ
ラ
ン 

K
ル
ハ
南
部
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド〕

商
人
の
■對
外
的
穑
極
浩
麵
の
_
退
期
で
あ
.っ
た
と
概
括
出
來
よ
ぅ
。
そ
れ
は
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
が
世
界
商
業 

ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
.ぐ
ン
ザ
ミ
和
蘭
商
人 

三

九

(

七
四
九)



ズ
ル
ゥ
•
.デ
ュ
市
場
に
於
け
る
U

和
，湖
商
人 

.

四
o
 

(

七
五
0

)
.

の
工
ム
ポ
リ
ウ
ム
と
し
て
、
又
へ
ブ
ヶ
敎
授
：の
.言
葉
を
藉
り
れ
ば
1

中
世
の
世
坭
市
場」

と
し
て
、
諸
國
の
商
人
を
と
の
都
市
に
集
め
、

.
從
.つ
て
フ
ラ
ン
ド
-ル
自
體
の
商
人
は
蹲
は
^
受
動
的
態
度
を
示
し
て
居
た
と
做
さ
れ
る
時
期
で
ぁ
る
。
.然
し
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
は
そ
の 

最
初
か
ら
彼
等
の
居
住
地
域
に
於
け
る
商
業
を
、
こ
れ
等
外
來
商
人
に
委
ね
て
居
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
即
ち
大
約
十
四
世
紀
に
至
る 

迄
は
、
英
吉
利
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
北
獨
逸(

八
ム
ブ
ル
ク
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ワ
イ
ク
、
リ
ュ
ウ
ネ
ブ
ル
ク
、
キ
イ
ル
等)

、
シ
ャ
ム
パ 

TU

ュ
、
デ
-

ノ
ア
、

'
西
南
怫
蘭
西
、
西
班
牙
等
に
赴
い
て
、
自
國
の
.毛
織
物
を
販
賣
す
る
他
方
、
英
吉
利
の
羊
毛
、
東
歐
の
毛
皮
* 

穀
物
、
蜜
蠟
、
東
邦
の
香
料
、
ボ
ル
ド
ォ
の
葡
萄
酒
ベ
イ
の
海
鹽

-
ノ
ル

.マ
ン
^V

の
穀
物
等
々
を
自
國
に
運
ん
だ
の
で
ぁ
つ
た
o 

然
し
な
が
ら
十
三
.世
紀
の
頃
か
ら
は
彼
等
の
赴
く
大
低
の
地
方
に
於
い
て
、
そ
の
地
の
土
着
商
人
勢
力
の
搽
頭
を
見
る
に
至
り
こ
の 

競
郇
者
の
出
現
に
ょ
つ
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
の
活
動
領
域
が
狹
め
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ
迄
と
.は
逆
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
毛
織
物
を
求 

め
て
フ
ラ
ン
ド
ル
特
に
ブ
ル
ウ
デ
ュ
に
、
そ
れ
等
外
國
商
人
が
多
く
!II
I
集
す
る
や
ぅ
に
な
つ
て
來
た
。
そ
れ
は
十
三
世
紀
氕
力
ら
十
四 

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
で
ぁ
る
0

.
•こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
.
商
人
に
對
す
る
競
雪
力
の
出
現
に
就
い
て
一
瞥
す
る
と
、
先
づ
英
吉
利
羊
毛
輸
出
に
纒
は
る
英
吉
利
商
人
と
フ 

ラ
.ン
..ド
ル
商
人(

特
に
ロ
ン
.
.ド
ン
.
の
フ
.ラ
ン
ド
ル
•
ハ
ン
ザ)

と
の
^

ひ
に
就
い
て
、
更
に
こ
の
問
題
に
.終
.み
合
ふ
政
治
的
紛
糾
に
就
.い
て 

は
、
こ
と
改
め
て
述
べ
る
迄
も
な
く
、
結
局
羊
毛
輸
出
擔
當
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ド
ル
人
は
追
は
れ
て
、
英
；

•獨(

ヶ
ル
ン
及
び
リ
ュ 

ベ
ッ
ク)

の
商
人
が
こ
れ
に
代
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
次
に
十
一
一
世
紀
後
半
、
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
が
ラ
イ
ン
河
上
流
に
溯
航
す
る
を
禁
じ
た 

ケ
ル
ン
の
谷
て
や(

1)

、

十
三
世
紀
末
苹
バ
ル
ト
海
衆
部
に
於
け
る
フ
ラ
'ン
ド
ル
商
人
の
毛
皮
購
入
を
禁
ず
る
に
努
め
た
リ
ュ
ベ
ッ
ク

の
試
み
も
亦o

)

•
フ
ラ
ン
ド
ル
商
業
，の
伸
長
を
阻
止
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
加
ふ
る
に
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か 

け
て
、
英
吉
利
の
私
拿
捕
船
が
フ
ラ
ン
ド
ル
商
船
隊
に
多
大
の
損
害
を
與

へ

た

こ

と

は

.
，
ひ
と
り
英
吉
利
に
對
す
る
の
み
な
ら
ず
他
の 

地
方
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
商
業
を
停
滯
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ

た

一因
と
な
し
得
ょ
ぅ0

0
。

そ
の
.他

一
1

一
八
四
年
以
降
シ
ャ 

バ

ア

I
I

ユ
が
怫
蘭
西
領
と
な
つ
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
の
メ
ッ
セ
來
訪
が
屢
た
禁
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
と
共
に
フJ

フ
ン
ド
ル
I

シ
ャ
ム
パ 

ア 

一1
>間
の
税
關
が
增
置
さ
れ
た
こ
と
の
如
き
は
、
デ

JC
ノ
ア
及
び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ょ
り
ブ
ル
ゥ
ヂ
ユ
及
び
ア
ン
ヴ
ヱ
エ
ル
へ
の
ガ
レH 

船
航
海
を
生
む
と
同
時
に
、
こ
れ
等
の
地
方
に
對
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
の
進
出
を
杜
絕
せ
し
め
る
こ
と
に
資
し
た
も
の
とM

は
ね
ば 

な
ら
な
い(

4)
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Ebenda, S. 1SI9.

斯
く
の
如
く
英
•獨
•北
佛
•伊
等
の
諸
地
方
に
於
.け
る
フ
ラ
ン
，ド
ル
商
人
の
積
極
的
進
出
が
阻
止
さ
れ
た
時
、
西
南
桃
蘭
西
ア
キ
タ
一
一 

ア
，地
方
及
び
ィ
べ
リ
ア
半
島
に
於
け
る
彼
等
の
活
動
は
、
尙
從
來
通
り
繼
續
さ
れ
て
居
た
の
で
.あ
る
。
そ
の
商
業
活
動
は
近
世
に
入
つ 

た
後
も
_
け
ら
れ
た
。
從
つ
て
、
十
四
、
五
世
紀
ブ
ル
.ゥ
デ
ユ
に
於
い
て
、
外
來
商
人
相
互
の
交
易
が
そ
の
生
體
を
形
成
し
て
居
た
時 

に
も
、
彼
等
フ
ラ
シ
ド
ル
商
人
の
活
動
は
全
く
消
極
的
な
の
で
は
な
か
つ
た
と
耷
.は
ね
.ば
な
ら
.な
い
。
た
V

そ
の
大
勢
に
於
父
て
舊
來 

ブ
ル
ゥ
.ヂ
ラ
市
場
に
於
け
る
ぐ
ン
'ザ
ミ
和
.蘭
商
人 

四

一

(

七
3 £

ー
 
V



.ブ
：ル
ゥ
デ
キ
市
場
に
於
げ
る
パ
V
ザ
•贏

蘭

商

人

ン
 

，
,

.
四
二
 

(

七
五
5
 

I

極
性
を
喪
失
し
t

見
ら
れ
る
が
故
に
、
挺
來
十
四
、
五
I

に
フ
3

ン
#
ル
：良
體
.、|

は
：沒
落
し
て
、
こ
れ
に
代
つ
て
こ
の
地
の
商
業
は
外
來
商
人
の
尊
ら
營
む
と
こ
ろ
と
な
つ
た
と
做
さ
れ
る
の
.で
あ
ら
ぅ
0 

'〈

ラ
イ
ン
ー—
テ
ェ
ム
ス
商
業
幹
線
に
接
し
、
'ビ
ス
.ダ
工
灣
と
バ
ル
ト
海
と
か
ら
略
々
同
一
距
離
に
位
置
す
.る
ブ
ル
ウ
デ
»
は
丨
そ
の 

也

X
產
す
る
古
來
有
名
な
毛
織
物
販
賣
に
藤
く
富
を
以
て
c
&
o、

こ
こ
に
多
く
の
.外
國
商
人
を
^1
き
つ
け
得
た
の
セ
あ
つ
た
が
、
更
に 

こ
の
滞
市
が
他
の
謂
ゆ
る
中
世
都
市
に
比
し
て
議
規
定
上
自
由
な
點
を
有
し
た
ぼ
^
は
、
こ
の
趨
勢
を
强
め
る
も
の
で
あ
つ
た
。
即

ち
外
来
商
人
は
こ
の
都
市
內
で
購
入
ム
た
商
品
を
ブ
ル
ウ
デ
ュ
：市
民
に
搏
販
賣
す
各
こ
と
、
或
は
小
賫
す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
て
居
た

.
' 

'

•

 

•..

が
、
然
し
こ
れ
を
ブ
，ル
ウ
デ
ュ
に
在
る
他
の
外
國
商
人
に
直
接
販
賫
す
t

と
は
許
容
さ
れ
て
居
た
。
こ
れ
が
こQ

都
市
を
し
て
、
謂 

ゆ
る
中
世
の
世
界
市
場
た
ら
し
め
た
一
因
で
あ
る0

0
)
0

し
か
も
こ
の
外
國
商
人
相
亙
の
交
易
か
ら
も
、
ブ
ル
ウ
デ

ュ
市
民
は
利
益
を 

享
く
る
こ
と
を
岜
れ
な
か
つ
た
。
即
ち
仲
立
人
制
度
に
ょ
つ
て
こ
の
機
會
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
仲
介
人
は
從
來
商 

業
を
外
地
に
於
い
て
營
ん
だ
商
人
の
轉
身
し
た
者
が
多
か
つ
た
か
ら
、
こ
の
.點
か
ら
見
て
も
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
の
活
動
の
%
ir
は
全
然

喪
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
と
茇
へ
ょ
ぅ
？

(

5)

宙
來
喧
傅
さ
れ
た
フ
リ

イ
ス
ラ
ン
ド
の
織
物
と
は
、
本
來
フ
ラ
ン
ド
ル

の
毛
織
物
.で
あ
つ
て
、

こ
れ
が
フ
リ

イ
ス
'フ
ン
ド
商
人
に
ょ
O
て
- 

麗
に
運
ば
れ
た
が
故
に
、
泡
の
名
を
臾
上
に
示
し
た
と
は
、

へ
ブ
ヶ
敎
授
、
ピ
レ
ン
ヌ
.敎
授
の
說
■か
れ
た
と
こ
ろ
2

づ
た
。(

く
g
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獨
逸
商
人
と
し
て
こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
乃
至
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に
現
は
れ
た
最
初
の
者
は
、
ケ
ル
y
商
人
で
あ
ら
う
。

ハ
ム
ブ
ル
ク
商
人
も 

亦
十
二
世
紀
の
末
年
に
は
、
毛
織
物
•鹽
•葡
萄
酒
等
を
求
め
て
こ
の
地
に
來
た
とM

は
れ
る
。
然
し
彼
等
が
組
織
的
に
こ
こ
に
來
往
す 

る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、

一
ニ
五
ニ
苹
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
か
ら「

神
聖
ロ
ォ
マ
帝
國
の
商
人」

に
特
權
が
賦
與
さ
れ
た
こ
と
?

)
、

又
一 

ニ
七
六
年
?〕

或

は一

ニ
九
ニ
年
の
ハ
ム
ブ
ル
ク
^
|9
法
や
9
、

.ー
 

ニ九
九
年
の
リ
ュ
べ
ッ
，ク
船
舶
法
に
10)

、
フ
ラ
ン
ド
ル
航
行
者 

と
し
て
記
載
さ
れ
屉
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
十
三
世
紀
中
葉
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

一
二
八
〇——

八
ニ
年
に
こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
航
行
者 

が
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
か
ら
ア
.ァ
デ
ン
ブ
ル
ク
ヘ
ス
テ
エ
，
ブ

ル

を

移

し

た
こ
と
も
亦
、
こ
の
雅
定
を
補
ふ
も
の
で
あ
る
？
更
に
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
に 

集
る
獨
逸
商
人
が
組
合
を
作
る
や
う
に
.な
っ
允
こ
と
は
、

ニ
ニ
〇
七
年
及
び
.九
年
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ロ
ォ
ベ
ル
ト
三
世
及
び
ブ
ル
ゥ
デ 

ュ
市
ょ
り
特
權
が
赋
與
さ
れ
た
こ
と
に
ょ
っ
て(

11)

、

或

は一

三
四
七
年
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
カ
ル
メ
ル
派
修
道
院
に
集
っ
た
獨
逸
商
人
が
、
 

組
合
規
約
を
定
め
た
こ
と
に
ょ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
C12〕

。

そ
れ
が
外
國
に
柱
る
同
鄕
の
商
人
の
社
交
的
目
的
と
本
國
法
を
享
有
す
る 

爲
め
と
か
ら
し
て
結
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
中
世
に
於
け
る
こ
の
種
の
組
合
に
㈣
通
ず
る
と
こ
ろ
で—

あ
る
。
最
初
こ
の
組
合 

•H
、 

，，
2-hemenen coplude 

uten H
o
m
e
s
c
h
e
n

 rike v
a
n 

A
l
m
a
n
i
e
n
:

と
し
て(

13)

、
或

は

ご C
o
m
m
u
n
i
s

 

mercator 

regis 

R
o
m
a
n
o
s
m

 

de patribus 

A
l
m
a
n
i
e
;
.

と
：し
て(

14〕

資
料
上
に
現
は
れ
る
。
然
し
ロ

ン
ド
ン
に
於
け
る
ギ
ル
ド
ホ
ォ
ル
所
有
の
獨 

逸
商
人
の
組
合(

w
i
n
z
e
l
g
e
n
o
s
s
s
s
c
b
a
f
t
)

が

ごiiansa 

2
と
稱
し
た(

15)

と
異
々
、
こ
の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
.(?
>
'組
合
は
：：hansa 
^
な
る 

名
稱
を
使
用
す
る
こ
と
：な
が
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
た

V
一
 

三
五
〇
年
そ
：の
不
從
順
な
る
組
合
員
を
放
逐
し
.た
時

16
>
、

或
ほ
五 

へ
年
フ
ラ

ン
ド
ル
に
對
し
て
?1
商
封
領
を
行
つ
た
際
17)

，，
K
o
p
l
u
d
e

 des 

R
o
m
e
s
c
h
e
n

-akes. y
a
n

 A
leman

n
i
e
n

 v
a
n

 

der D
u
d
e
-

 

ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
■る
ハ
ン
ザ
ミ
和
蘭
商
人 
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ブ
ル
タ
*チ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
«
和
蘭
商
人 

四

四

(

七
五
；
四

) 

s
&
e
n

 h
i
e
,

 
de to 

B
r
u
g
g
e

 in v
i
a
n
d
i
n

 pleghento l
e
n
d
e
:

と
稱
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
獨
逸
商
人
の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に 

於
け
る
組
合
は
、
そ
の
結
成
の
時
、
リ
ュ
ベ
ッ
タ
•
ゥ

ェ
ン
，チ
ン
〃
ザ
ク
セ
ン
諸
都
市
か
ら
の
商
人
、
ゥ

エ
ス
ト
フ
ァ
ア
レ
シ
•プ

ロ
ィ
セ 

ン
諸
都
市
か
ら
0
商
人
、
ゴ
オ
ト
ラ
ン
ド
*リ
プ
ラ
ン
ド
#
ス
ゥ
ェ
エ
デ
ン
の
獨
逸
都
市
か
ら
の
商
人
の
三
部
會
に
分
た
れ
て
居
た(

1)

(

7 

Y

ff
i
U
B
. I, 

Nr. 421, 4
2
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1
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8
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v
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m
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H
R
.
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.
1
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Nr. 161. 

/

へ
巧
ン 

H
uto
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.

z
r
. 902.

(

1 6〕
H
U
B
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L
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Nr. 

160.
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(

1 7) 

H
R
.
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Nr, 

212. 
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H
R
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.
N
r
,
1
4
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H
U
B
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I
I
I
.
1
.
Nr. 1

1
s
,

こ
、
に
こ
の
組
合
の
鞲
成
、
維
持
方
法
、
裁
判
等
に
關
す
る
制
度
史
的
考
察
を
詳
細
に
行
ふ
要
は
な
.い
が
、
こ
の
獨
逸
商
人
の
組
合 

は
、
.そ
れ
が
母
國
の
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
^
に
於
い
て
も
、
他
の
ロ
ン
ド
シ
、
ペ
ル
ゲ
ン
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
於
け
る
如 

く
、
當
韧
か
ら
共
同
に
土
地
や
家
屋(

居
宅
及
び
倉
庫)

を
所
有
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
：。
彼
等
商
人
は
ブ
ル
'ゥ
デ
ー
ュ
市
內
に
散
宿
し
て 

居
た
の
で
あ
0.
て
、
そ
の
會
同
す
る
場
所
を
前
記
ヵ
：ル
メ
ル
派
修
道
院
0
食
堂
に
定
め
、

一.

部
會
よ
り
ニ
名
宛
の
年
寄(Auerleute) 

を
選
出
し
て
、
と
れ
に
總
括
の
權
を
委
ね
て
居
た
の
で
あ
る
s〕

o〔

彼
等
が

S

K

I
 

I
 

o
s
t
e
r
l
i
n
g
e
:

を
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
に
建
設
し 

た
の
は
、

一
四
七
八
年
の
こ
と
に
屬
す
る(

20)

。〕

こ
の
こ
と
は
、
中
世
都
市
中
に
於
い
て
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
が
謂
ゆ
る
自
由
で
あ
つ
た
こ
と 

のr

證
と
な
さ
れ
得
る
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

(

1 9〕
W
a
h
h
e
r

 Stein, 

Genossenschaft 

S. .16.17. 31.

(

2 0)

 

.Leonhard 

E
nn
e
n
, 

Z
u
r

 

Geschichte der U
a
n
d
s
c
h
e
n

ffiiiuser 

s

td
a
cr
q
g
e
 .und 

Antwerpen, 

in 

KtGbll. 

Jg. 

1873. 

S. 45.. ff,

.

と
は
一
其
へ
、
こ
の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
が
全
く
自
曲
な
市
場
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
旣
に
ー
言
し
た
こ
と
の
外
に
、
ス
テ
エ
ブ
ル
權 

(

開
市
權
、
道
要
商
品
留
镫
販
寶
權)

を
有
し
た
こ
处
に
よ
つ
て
限
定
さ
れ
る
。

一

三一

1三
年
フ
ラ
ン
ド
ル
.伯
.ル

ゥ

ド

ゥ

ィ

ッ

ヒ

ニ

佌

に 

よ
つ
て
、
ッ

ゥH

ィ
ン
に
運
ば
れ
た
商
品
は
、
■ッ
ゥ
ェ
ィ
ン
の
ス
テ
エ
ブ
ル
と
し
て
の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に
於
い
て
寶
賈
す
べ
き
こ
と
が
定 

.め
ら
れ(

21)

、
從
つ
て
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
は
强
制
的
ス
テ.

エ
ブ
ル(

z
w
a
n

s.stapel)

と
な
つ
.て
居
た
。
但
し
こ
.の
際
若
干
の
商
品
は
、
斯
か 

ブ
^
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
メ
ン
ザ
迖
和
蘭
商
人 

.四

五

C

七
五
五〕
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ニ
.

ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
^
和
蘭
商
人
. 

四

六

(

七
55
:
.
>

)
る
强
制
ス
テ
エ
ブ
ル
か
ら
涂
か
れ
た
？
そ
れ
は
該
規
定
文
に
據
れ
ば
、「

商
人
が
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
倉
庫
に
收
め
る
ょ
り
は
グ
"
ム
に
遛
く

を
可
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第

I

に
は
葡
萄
酒
一
こ
の
一
部
は
苒
び
船
載
し
て
積
出
さ
れ
る
1

、
次
い
で
ダ
ム
ム
の
裁
判
區
域

]̂
の
ホ
ゥ
ク
及
び
モ
一
一
ヶ
レ
エ
デ
に
陸
揚
げ
さ
れ
^
船
貨
の
ぅ
ち
/
-乾
#
、
穀
物
、
造

船

用

材

船

舶

要

具

タ

ア

ル」

で
あ
っ
た

.

.

.

+

•

.
 

I

こ
の
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
獲
得
し
た
ス
テ
エ
プ
ル
權
が
、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
を
し
て
ッ
ゥ
ェ
ィ
ン
沿
'岸
の
諸
.都
市
に
比
し
て
、
特
に
ス
ル
ィ
ス
に 

對
し
て
優
越
的
地
位
を
與
へ
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

フ
ラ
ン
ド
ル
.の
.毛
織
物
を
得
ん
と
す
る
外
國
商
人
は
.、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
を
訪
れ 

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
三
五
八
一
六
〇
年
の
ハ
ン
ザ
同
盟
の
對
フ
ラ
ン
ド
ル
通
商
封
鎖
に
際
し
て
ハ
ン
ザ
諸
都
市
が 

こ
の
禁
を
犯
す
者
を
洱
三
吿
發
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
如
き
は(

22)

、

ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
持
つ
牽
引
力
の
大
な
る
こ
と
を
物
語
る 

も
の
で
あ
ら
ぅ
。 

,

 

,

(

2 1) 

H
U
B
.

«

Nr. 401.

(

22) 

H
R
.

 

L

 

4. 

Nr. 1
7
5
;

 

Nr. 

176; 

Nr. 

I
S
O
,
; 

H
U
B
.

 
V. 

Nr. 

254.

こ
の
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
の
ス
テ
エ
ブ
ル
權
に
對
し
て
、

ハ
ン
ザ
諸
都
市
は
可
成
り
長
い
間
反
對
を
續
け
た
。
前
記
一
三
五
八
年
の
通
商
封 

鎖
も
、
彼
等
に
對
し
て
«
ォ
べ
ル
ト
伯
の
賦
與
し
た
特
權
が
侵
害
さ
れ
た
外
に
‘

ハ
ン
ザ
も
亦
プ
ル
ゥ
ヂ
ュ
の
强
制
ス
テ
エ
ブ
ル
に
服 

+

べ
き
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
が
故
の
結
果
で
あ
っ
た(

23)

0
然
し
な
が
ら
結
局
は
ハ
ン
'ザ
も
亦
こ
の
要
求
を
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か 

っ
た
の
で
あ
っ
て
、

一
三
九
九
年
の
ハ
ン
ザ
商
館
規
.定
は
、

ス
ル
ィ
ス
に
於
い
て
木
材
、
穀
物
、
瀝
靑
、
タ
ア
ル
、
石
灰
、
麥
酒
、
諫 

を
.̂
揚
デ
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
更
に
ハ
ン
ザ
に
屬
せ
ず
、
し
か
も
ス
テ
エ
ブ
ル
强
制
に
從
は
ざ
る
者
に
、
商
品
を
販
賣
す
る
こ
と
を
禁

じ
て
居
る(

24〕

？

斯
く
て
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
が
ス
テ

ェ
ブ
ル
た
る
こ
と
*
そ

し

て

.
ツ

ゥ
ェ
イ
ン

地
域
に
赴
く
商
人
は
こ
の
都
市
を
訪
れ
る
ベ 

き
こ
と
は
、
當
然
の
こ
と
i
做
さ
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
見
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
と
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
市
と
に
對
す
る
讓 

步
と
做
さ
る
、
こ
の
ハ
ン
ザ
の
態
度
も
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ド
ル
.に
於
け
る
獨
逸
商
人
の
取
引
を
ブ
ル
ゥ
ヂ
ェ
に
集
中
せ
ん
と
す
る
彼
等 

の
志
向
に
合
致
す
.る
も
の
で
あ
つ
た
-と
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ス
テ
ェ
ブ
ル
强
制
が
ス
ゥ
工
イ
ン
地
域
に
對
し
て
の
み
適
用
さ 

れ
る
も
の
で
あ
る
腿
り
、

一
般
に
摩
擦
を
生
ず
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
.た
と
考
へ
ら
れ
る
。
費
し
そ
れ
は
、
謂
ゆ
る
中
世
都
市
に
共
通 

す
.る
規
定
01

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
o從
っ
て
こ
れ
に
ょ
っ
て
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
の
繁
榮
が
傷
っ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
'た
の
で
あ
る
0,

£
.

〕
oustav 

V
.

 d, Osten, Die 

ffiandels-und 

Verkehrsspeire des deutschen 

:Kaufmannesi gegen Fiande3,..135s-1360. 、K.ieI.
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w
.

1
5
,

fc
o
4
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f
f
i
a
B
*
<

Nr, 379.

•こ
の
後一

四
〇
ー
年
に
ハ
ム
ブ
ル
ク
商
人
に
對
し
て
、そ
の
.寒
酒
を
ス
ル
イ
ス
に
陸
揚
げ
す
る
特
別
許
可
が
下
さ
れ
たo

(
H
U
B
.
V
.

 

N
-r
1

0

H 

.

:

十
五
世
紀
の
謂
ゆ
る
ブ
ル
グ
ン
ド
時
代
の
.ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
は
、
經
濟
的
躍
進
の
時
期
で
あ
る
と
同
_
に
_
退
の
.時
期
で
あ
っ
た
と
. 

1
K

ふ
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
逆
說
的
な
一
般
規
定
は
、
こ

の
時
代
'を
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
和
蘭
の
史
家
は
進
步
時
代
と
な
し
、

フ
.ラ
ン
ド
ル 

人
は
こ
れ
と
反
對
な
見

解

を

採

.
つ
て
居
る
こ
ど
に
，言
及
す
る
時
0
-
0理
解

さ

れ

得

ょ

ぅ

ゃ

.：

即

ち

古

來

フラ
ン
ド
ル
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
富 

の
源
泉
で
あ
っ
た
都
市
に
於
け
る
宅
織
物
業
は
、
漸
次
昔
日
め
繁
榮
を
失
ひ
始
め
、
と
れ
に
代
や
て
和
蘭
に
は
新
興
織
物
業
の
發
展
が 

ブ
ル
☆
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
迖
和
蘭
商
人 

四

七

(

七
承
七〕



:

'メ
ル
：ゥ
デ
ユ
市
場
祀
於
け
.る
ハ
シ
ザ
せ
和
補
商
义 

：

四

八

C

七
#

5
 

あ

-.
l
?、
'
.此
部
ネ

5
ァ
ル
ラ
ン
ド
0
經

濟

的

ー

發

展

と

歩

を

同

；じ

ぅ

し

て

1和

蘭
-,
!»

ゼ

：
ご

フ

シ

ド

：の

商

人

の

對

外

的

活

曜

が

1
開

さ

れ

、

又
ァ 

ン」
ヴ
.，工
エ

ル

、̂
ル
：ザ
:^
オ
プ
*ッ
ォ
ム
の
ニ
大
ブ
ラ
バ
ツ
ト
都
市
比
^

^
ゐ
谲
業
は
漸
次
盛
ん
に
な
り
つ〜

あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
、
 

、.
十

四

世

紀

末

以

來

ネ

エ

デ
ル
ラ

，ン

ド

の

毛

鱗

物
.業
に
と
つ
そ
最
大
.の
危
機
は
，H

ド
：
f

 

M
l
j
:
s

窄

に

'始
ま
る
：英
吉
利
毛
織
物
坐 

產

の

鑛

張

に

ょ

つ

，
て

酿

し

.出
さ
れ
.た
0
竦
に
そ
れ
が
海
外
市
場
を
ブ
ロ
イ
セ
.ン
の

地

に

：成

め

て

、
b
れ
；

-U

直

接

連

铬

を

：計

る
H

M、
つ

た 

後
は
、
從
來
策
此
歐
|
1抄

<0
輸
出
商
品
の
大
宗
を
な
し
て
居
た
フ
ラ
ン
ド
ル
：
フ
.ラ
バ
ン
ト
の
毛
織
物
は
、
大
打
擊
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な 

か
つ
た
。
加
ふ
る
に
十
四
世
紀
の
七
*
八
十
年
代
に
は
夫
々
の
織
物
業
都
市(

調

，{
ぼ

|

H
七
八一

一
八
三
年
の
レ
ギ
ヴ
太
ン
、
一
三
八 

ニ
年
の
イ
：
ブ
ル
}
に
於
い
て
內
訌
あA

、

こ
办
地
方
的
蔽
因
も
南
ネg

デ
ル
ラ
ン
ド
の
毛
織
物
坐
產
に
と
つ
て
吏
障
と
な
<>
た
。
諸
都 

市Q

請

を

容

れ

て

ブ

ル

，ダ
.ン
K
公
フ
ィ
リ
ッ
ブ
*
テ
ァ
-グ
ゥ
テ
が
英
吉
利
毛
織
物
及
び
毛
絲
0
輸
入
を
禁
じ
た
の
は
，

一
四
三
六
年
、 

四
六
年
"

©
八
年
*
六
四
年
の
こ
と
で
あ
：る
0

0

0素
ょ
り
£
0
.輸
入
禁
此
が
數
囘
發
令
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
遵
守
さ
れ
款
か
つ 

た
こ
と
を
荥
す
も
0
セ
あ
り
'
,斯
か
る
取
引
€>
行
は
れ
る
限
り
、
.ネ
エ
デ
ル
.ラ
ン
ド
.毛
織
物
_
を
防
護
す
る
こ
.と
は
雛
か
0
た
と
沄
は 

ね
ば
な
ら
な
い
。

：

然
し
斯
か
る
事
態
の
招
來
に
％
徇

参

、
ネ
5

ル
ラ
ン
'ド
■

織
物
组
產
は
十
.五

-if
紀
に
そQ

舊
來
o
重
要
さ
を
全
く
喪
失
し
た
' 

の
で
は
な
い
。
即
ち
！

N'i

フ
ン
F
ル
'、/
ブ
ラ
バ
ソ
ト
の
諸
都
市
に
於
け
る
織
物
生
産
は
打
擊
を
受
け
た
が
、
然
し
.こ
れ
と
違
つ
て
員

 ̂

t

 

I

 

H

卜
潜
&)

で
は
尙
盛
'に
生
産
さ
れ
て
房
た
。
'ピ
レ

ン
ヌ
敎
授
.に
據
れ
ば
、r

一
 

目
一|

八
：年
、
イ
ィ
ブ
，.ル
の
織
_
エ
に
仕 

事
.が
無
か
っ
た
時
、
:同
饱
の
周
圍
0
多
く
の
村
落(

ヮ
ァ
ネ
ト
ン
、
力
ッ
'セ
ル
，
、
‘
ベ

イ

ユ

ル

、
.ニ
ュ
ウ
•
グ
ル
ダ
、
ボ
ベ
.
9
ン
ゲ
、
コttf

ヌ
、

ノ

コ
ィ
シ)

に
於
い
て
は
#
に
毛
織
物
生
產
が
營
ま
れ
て
居
り
、
農
民
が
織
物
勞
働
者
に
轉
じ
た
の
で
、耕
作
^'
爲
め
に
人
を
傭
は 

ね
ば
な
ら
な
か0

1
6
0
0
0

斯
か
る
狀
態
が
都
帘
手
工
業
者
の
農
村
工
業
發
if
c
請
願
と
な
り
、
又
ッ
ン
フ
ト
制
親
の
嚴
重
な
施
行
と
な 

つ
た
？

あ
る
か
、
然
し
ッ
：

s

フ
ト
的
手
X
業
が
、廉
懷
な
農
村
^
働̂
者
を
使
役
ず
5

一一
 

ュ
フ)

ク
チ
チ
ア
坐
產
に
對
し
て
勝
利
を
占 

め
る
.

|
は
、頗
る
亂
い
.と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
言
ね
ば
な
ら
なS

。

斯
く
の
如
く
十
瓦
世
紀
の
毛
織
物
業
の
危
機
は
大
で
あ
<?
た
が
、 

然
し
こ
れ
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
ド
ル
乃
至
ブ
ラ
バ
ン
ト
が
全
く
經
濟
的
崩
壞
の
域
に
陷
？

し
ま
つ
た
の
で
は
な
か
つ
だ
0
で

あ

今
そ 

れ
は
舊
ヱ
■

代
る
も
？

以
て
こ
れ
を
補
ふ
努
力
が
拂
は
れ
た
か
ら
2

つ
た
。
具

震

H

管

れ

s

g
域y

麻
織
物
業
乃
S

 

■
製
造
が
爾
次
.行
は
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
'こ
れ
は
フ
.
.J

ン

ッ
毛
織
物
生
産
の
衰
退
を
絹
織
物
に
よ
つ
て
補
完
し
た 

纖

に
似
て
、
興
味
深S

もQ.

が
あ
る
が
、
.右
の
麻
織
物
生
産
は
' 
後
に(

十
六
世
紀)

.フ
ラ
ン
ド
ルQ

麻
織
物(

I

s
 de 

s

a

u

f

と
'し
て
嘹
傳
さ
れ
る
や
ぅ
に
.な
り
、
練
雜
は
T

r
フ
.、
t

ル
ネH

の
外
に 

> 
フ
ラ
ン
ド
ル
> 
ブ
ラ
バ
ン
ト
忆
於
い
て
も
盛
に
生
產
さ 

れ
る
や
ぅ
に
な
づ
て
行
つ
た
!)

。 
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斯
く
の
如
き
ブ
ラ

V
F
ル
毛
織
物
製
造
上
に
生
t
,
た

變

化が
、
ハX.

ザQ

取

扱

禁

止fe
よ

：

0.

て
尙

影

響

を加
へ
ら
れ
る
る
こ
ろ
あ

つ

.
： 

K

ル
'
,ゥ#
ラ
市
#
に
於
け
.る
.ぐ
ン
、
ザせ
和
_
»
人
.. 

C

七
五
へ
.
？



ブ
ル
ウ
デ
ュ
市
場
に
於
け
.る《

H

和
蘭
商
人 

五
3 

(

七
山
、
0
'

た
こ
と
は
、
旣
に
述
ベ
た
。
し
か
も
そ
れ
.等
は
和
蘭
毛
織
物
業
の
麗
に
と
っ
て
好
個
の
機
會
で
あ
っ
た
し
、
又
麻
織
物
も
和
蘭
の
そ 

れ
は
、
十
五
世
紀
旣
に
そ
の
精
巧
を
以
っ
て
有
名
で
あ
っ
た
。
而
し
て
斯
か
る
生
產
的
_

の
變
化
が
、

フ
ラ
ン
ド
ル
の
商
業
に
、
直 

接
に
は
フ
ル
ウ
ヂ
ュ
の
.措
業
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
o'

.

.ゝ

..

ブ
，ル
グ
ン
ド
公
治
下
の
ブ
ル
ウ
ヂ
ェ
の
證
は
、
そ
の
都
市
の
美
観
を
以
て
、
或
は
美
術
史
上
ョ
ハ
ン
•
フ
ァ
ン
•
エ
イ

ク

や

ヽ

ン

ス

• 

メ 
ノ
リ
ン
グ
等
の
：：

ti

現
に
よ
っ
て
謳
は
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
そ
の
外
觀
か
ら
す
る
な
ら
ば
.
最
も
殷
盛
な
時
期
で
あ
っ
.た
。
然
し
事
實 

上
は
、
十
五
世
紀
中
葉
旣
に
そ
の
最
盛
期
を
終
へ
て
居
た
皇
ら
机
る
。
然
し
.な
が
ら
、
先
づ
大
體
同
世
紀Q

七
十
年
氏
ま
で
、
こ
の 

都
市
は
北
.歐
に
於
け
る
塞
な
盡
市
場
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
。
例
へ
ば
メ
デ
チ
家
は
ミ
に
支
店
を
設
け
，
そ

の

セ

フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
の
フ
レ
ス
コ

X
ル
ヂ
、
ダ

ァ
ル
.テ

ロ
ッ
チ
-
ヂ

ェ
ノ
ア
の
ニ 

ロ 

5
一
家
等

こ
れ
に
倣
つ
た
。
彼
等
が
ブ
ル
ダ
ン
ド
公
に 

貸
付
け
た
額
は
八
十
萬
フ
口
才
リ
ン
餘
に
の
ぼ
っ
た
と
云
は
れ
.

〕

。
：
そ
の
他
こ
‘の
都
市
の
有
す
る
コ
ス
モ
ボ
.リ
タ
ン
的
性
格
に
よ 

っ
て
、
英
♦

獨

争

西

•

葡
等
の
商
人
は
多
く
來
往
し
、
こ
れ
等
の
ぅ
ち
十
E

世
紀
に
は
ハ
ン
ザ
を
除
い
て
、
特
に
イ
ベ
リ
ア
半
島 

商
人
と
の
交
渉
が
深
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
フ
イ
リ
ッ
ブ
•
デ
ァ
•
グ
ウ
テ
と
葡
萄
牙
王
室
と
の
姻
戚
關
係
も
f

、
英
吉
利
羊
毛
に
代
る 

西
班
牙
羊
毛
の
輸
入
の
大
で
あ
っ
た
こ

f

資
し
て
居
る
。
そ
し
て
ブ
ル
ウ
デH

市
民
の
仲
立
人
業
務
は
活
氣
を
虽
し
て
居
り
、
ま

さ

.
 

に
フ
ル
ウ
ヂ
ュ
は
謂
ゆ
る
中
世
的
世
界
經
濟Q

中
核
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
.常
に
す

ベ
S

基

督

驚族
の

市

場

であ

る

」

こ

と

は

(

6)

、 

だ

永
く
續
く
か
に
考
へ
ら
れ
て
居
た
。

こ
れ
が
當
時Q

商
人
に
意
識
さ
れ
て
居
た
こ

と

の

ー
證
と

し

て

、

一

四
五
七
ギ
ハ
ン
ザ

の

フラ 

ン
ト
ル
讓
封
鎖
時
に
際
し
て
、

フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
代
表
者
が
フ
ク
リ
ッ
ブ
公
に
呈
し
た
薦
書
、が
擧
げ

ら

れ

る

(

こ

，

そ
り
大
意
を

示
せ
ば
、
こQ

地Q

繁

榮
は
商
人
と
證
とQ

活
動
に
f

も
？

あ
る
が
、
今
ハ
ン
ザ
商
人Q

來
往
せ
ざ
t

と
に
ょ
っ
て
そ
Q
K 

常
的
簾
か
ら
逸
れ
て
居
る
。
：商
人
は
謂
？

5

S

如
I

Q
で
あ
っ
て
、
相
互
に
結
ば
れ
て
居
る
Q

I
る
。o

ザ
商
人
の 

來
ら
ざ
る
こ
と
は
、
西
班
牙
羊
毛
商
人
を
も
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ひ
と
り
こ
の
地
が
塵
的
利
益
に
均
■

ざ
る
こ
と
に 

な
る
の
み
な
ら
ず
、M

フ
ン
ド
ル
毛
織
物Q

最
大
靈
者
を
缺
く
爲
め
、
織
K
も

亦

職

奚

ふ

に
至
る
と
說
い
た
もQ

で
あ
る
。
或

は
そ
の
翌
年
フ
ル
ゥ
チH

に
在
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ル
ッ
力
、
'チ
ェ
ノ
ア
、
力
タ
W

エ
ア
*

西
班
牙
商
人
の
代
表
者
が
、
リ
ュ
ベ
ッ
ク 

に
送
っ
た
書
簡
も
亦C

C
O
、

ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
世
琚
市
場
的
意
義
を
認
め
た
も
.の
と
沄
へ
ょ
ぅ
0
そ
れ
は
、
從
來
繁
榮
せ
る
世
界
商
業 

(
i
n
f

I

s
 c

o
m
m
l

 m
e

n
)

は
-
そ

の

ー
國
民
を
缺
く
こ
と
に
ょ
っ
て
大
打
擊
を
受
け
る
o
ハ
ン
ザ
商
人
が
こ
の
地
に
復 

歸
し
た
時
、
は
じ
め
て
從
來
世
湯

業
市
場
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に
於
い
て
吏
配
し
て
居
た
活
氣
あ
る
世
典
讓
は
復
活
す
る
裏
ふ
の
で
あ 

っ
た
。

(
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フ
ル
...グ

ン

ト
.公
s

問
官
の
地
位
に
の
ぼ
っ
た
メ
デ
チ
の

代
表
表
ト
マ
ク
ソ

•ポ
ル
チ
ナ
リ
は
-
公
の
請
に
ま
か
せ
て
嘉
の
貸
付
を
な
し
、
 

こ
れ
か
返
濟
不
能
と
な
っ
た
後
、
遂
に
一
四
八
五
年
メ
デ
チ
の
ブ
ル
ゥ
，チ
，i

磨

は

閉
鎖
の
化
む
な
き
に
至
っ
た
。

(
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世
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位
真
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X
あ
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今
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デ
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に
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グ

少

ウ

デ

ユ

市

揚

に

於

け

る

ハ

ン

ザ

ミ

和

蘭

商

人

5-
1

C

七
六一!)

十
亂
弛
紀
宋
以
來 

>漸
次
±
砂

0
.堆
徵
に
ょ
0'
,て
ッ
ゥ
^
ィ

ン

航

行

が

脅

困

難

：と

&.
つ

で

來

た

匕

と1
、
そ

の「1

■因
で

：あ.る
0
,
1
.
四

七
0

年

の

.
，
力
.ァ
ル
：公
の
ッ
.ヮ
ル
尹
ガ
T
:
fの
開
鑿
も
何
等
こ
れ
を
救
ふ
に
足
る
も
の
で
な
く
、
八
六—

八
七
年
の
港
內
深
盤
も
有
效
で
は
な

か
つ
た
0)

0.
，叉
フ
ラ
ン
，ド
ル
.毛
織
物
業
の
類
勢
を
救
は
ん
と
し
て
、
英
吉
利
毛
織
物
に
對
し
て
保
護
關
稅
政
策
を
と
つ
た
こ
と
は
、

新
興
該
產
業
の
配
給
者
.マ
ァ
チ
ャ
ン
ト

•
ァ
ド
グ

ェ
ンチ

，！

ア
ラ
ス
を
し
て
、̂

ル
タ
ヂ
> 
を
避
け
て
ミ

ッ
デ
ル
ブ
ル
ク
乃
至
ア
.ン
ヴ
ェ

H

ル
に
向
は
し
め
る
に
至
.つ
た
。

一

四
〇
七
年
.に
マ
ァ
チ
ャ

\

ト
>

ア
ド
，ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ラ
ス
は
シ
ェ
ル
ト
の
河
港
ア
ン
ヴ

H

ェ，ルk

支
店
：を
設
け
て
居
る
。
'四
ニ

ー

四

四

年

に

は
i英
士

ロ

利

商

人

が

多

數

こ

、
に

移

e.

來

及

、M
來
'こ
の
.地
.は

英

吉

利

丨

ネ

ェ

デ

ル

ラ

ン

ド

通

商
の
.中
心
と
化
し
、
四
六
年
、
五
〇
苹
に
は
ブ
ル
グ
ン
ド
公
及
び
同
市
か
ら
諸
種
の
特
權
を
賦
與
さ
れ
て
居
る
：10)

。
彼
等
に
倣
つ
て
、

饼

•西
•葡
等
の
商
人
も
亦
シ
•■
*

ル
ト
河
畔
に
移
り
、
.金
融
業
者
も
こ
れ
に
追
隨
す
る
や
ぅ
に
な
つ
.た(

11)

。
‘

こ

の

大

勢

を

更

に

强

め

る

も
の
は
カ
ァ
ル
公
死
後
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
於
け
る
政
治
的
紛
糾
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
が
ブ
ル
ウ
デ
ュ
の
沒
落
に
資
し
た
こ
と
茇
ふ
ま
で

も
な
い
o 

’こ
の
他
に
は
、
北
部
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
經g

的
發
展
に
伴
ふ
ゼ
ェ
ラ
ン
ド
及
び
和
蘭
の
海
運
業
の
擴
張
、
そ
し
て
彼
等
が

從
來
東
西
兩
歐
仲
介
を
獨
占
，し
て
居
た
ハ
ン
ザ
か
.
.ら
、
そ
の
取
引
の
4

部
を
確
保
し
た
こ
と
も
亦
.
ハ
ン
ザ
の
西
歐
に
於
け
る
據
點
ブ

ル
ウ
デ
.ュ
の
意
義
を
減
少
せ
し
め
る
に
與
つ
て
力
あ
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
.る
。
の
み
な
ら
ず
、

ハ
ン
ザ
商
人
の
中
に
さ
べ
對
ネ
ェ
デ
ル
ラ

.

ン
ド
の
取
引
を
、
.
ブ
ル
ウ
デ
ュ
に
於
い
て
營
ま
ず
、
直
接
和
蘭
諸
市
場
を
訪
れ
る
者
を
生
じ
た
。
カ
ム
。へ
ン
、

ハ
ム

ブ

ル
タ
、ケ
ル
ン
、

そ
し
て
バ
ル
ト
海
衆
部
の
ハ
ン
ザ
諸
都
市
商
人
が
こ
れ
で
あ
る
。

(
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S
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斯
く
の
如
き
.ブ
ル
'ゥ
デ
ュ
の
^

※

の
基
礎
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン

K

ル
毛
織
#
員
の
沒

落
、
そ
れ
.に
伴
ふ
ブ
ル
ゥ
デ

ュ
の
市
場
的
意
義
の 

喪
失
、
そ
れ
等
は
當
代
の
一
般
人
士
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
と
は
云
へ
、
英
吉
利
、
和
蘭
の
新
興
經
濟
勢
力
の
動
向
は
自 

づ
と
こ
れ
を
示
し
て
居
る
。
に
も
拘
ら
ず
、

ハ
ン
ザ
は
舊
態
の
如
く
こ
の
ブ
ル
.ゥ
デ
ュ
に
據
っ
て
.居
た
。
對
丁
抹
、
對
和
蘭
、
對
英
吉 

利
の
政
治
的•

經
濟
的
_
爭
に
於
い
て
守
勢
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ハ
ン
ザ
に
と
っ
て
、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
死
守
は
そ
の
從
來
築
き 

あ
げ
た
西
歐
に
.於
け
る
蕲
權
の
保
持
に
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ザ
が
仲
繼
商
業
の
傳
來
的
形
式
を
そ
の
本 

質
的
要
素
と
な
し
、
こ
れ
忆
終
始
す
る
も
の
で
あ
っ
た
限
り
に
於
い
て
、
ブ
ル
ゥ
.デ
ュ
は
謂
ゆ
る
中
世
的
商
業
組
織
の
爲
め
に
"
絕
好 

の
場
所
で
あ
っ
た
と
云
は
.ね
ば
な
ら
な
い
0
上
述
の
限
定
さ
れ
た
意
味
に
於
け
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
都
市
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
が
、
十
五
世 

紀
の
後
半
，廊
中
世
都
市
と
し
て
の
存
在
を
續
け
や
ぅ
と
し
た
こ
と
は
、

ー：四
七
〇
年
ブ
ル
グ
シ
ド
公
に
請
ふ
て
、

一
三
〇
四
年
の
外
來 

商
人
の
取
引
に
關
す
る
舊
法
の
復
活
を
訃
っ
，た
こ
と
、
或
は
七
七
年
外
來
商
人
は
ブ
ル
ゥ
：ヂ
ュ
に
携
行
せ
る
自
は
に
限
っ
て
販
賣
し
得
、 

ァ

ン
ヴ
ェ
エ，
ル
及
び
べ
ル
ゲ
ン
ゾ
オ
ブ
.
ッ
’ォ
オ
ム

の
歲
TI
J
に
於
い
て
賈
入
れ
允
も
の
は
販
寶
し
得
ぬ
.と
.定
め
た
こ
と
等
に
よ
つ
て
11)

、
 

察
知
名
れ
よ
ぅ
。.
十
三
世
紀
_中
葉
以
來
の
仲
立
人
制
度
に
特
徵
の一

を
見
出
す
ブ
ル
ゥ
デ
：ュ
は
、
嘗
て
.こ
.
の

制

度

が

こ

の

都

市

に

繁

榮 

を
裔
し
た
こ
と
の
み
を
知
つ
て
、.
い
ま
や
.そ
.れ
が
適
應
せ
ぬ
時
代
に
纏
り
行
っ
た
時
に
於
い
て
も
.倚
、
こ
：れ
に
固
執
し
、
守
舊
的
態
度 

を
持
.し
：て
、
以
てそ

：：Q

世
界
市
場
と
し
て
の
地
位
の
維
持
に
努
め
た
の
で
あ
：0
た
。V

の
謂
は
k
過
去
の
榮
光
に
眩
惑
さ
れ
、
.
こ
れ
の 

ブ
ル

.ゥ

.デ

.ュ：市
場

.に
於
：け
る
ハ
ン

'f

」

和
蘭
苘

<
 

五
，三
'

C,

七
六
1
5



ブ
ル
ウ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
^
和
蘭
商
人 

.
5E
四

r

七
六
四
ン 

根
抵
た
り
し
中
世
的
規
制
へ
の
愛
着
に
ょ
つ
て
、
本
來
的
意
味
.の
-?
取
引
の
自
由
.

(Ha^ndelsfreiheioJ

に
反
動
性
を
示
し
.た
ブ
ル
ウ 

デ

^
は
，
同
じ
く
守
舊
的
商
業
政
策
を
武
器
と
恃
む
十
五
世
祀
後
半
の
ハ
ン
ザ
に
と
つ
て
、
容
易
-に
訣
別
し
得
ぬ
場
所
で
あ
つ
た
と
云 

は
..ね
ば
な
な
ら
.い
？
更
に
ハ
ン
ザ
の
享
有
す
る
特
權
が
フ
ラ
ン
ド
ル
に
於
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
彼
等
の
西 

歐
に
於
け
る
本
據
を
ブ
ル
ウ
ヂ
ュ
ょ
り
他
の
地
に
移
し
難
く
し
た
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る(

.1
3)

0

ハ
ン
ザ
の
商
館
が
十
五
世
紀
の
七
ナ
年 

代
に
至
つ
て
始
め
て
建
設
さ
れ
る
連
び
に
な
つ
た
こ
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
の
推
測
：に
手
懸
り
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

ハ
ン
ザ
の 

商
業
が
、
外
地
に
於
け
る
特
權
と
共
存
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
，い
と
と
ろ
で
あ
：る
。

.

-(

■1
2〕

P
J
I
I
^
J
g
^

一p
 

J
JCO
. 

_
•

'
 
尙
一
.三
〇
四
^
の
.規
定
に
就
い
.て
は-MalcoHm Letts, Bruges and its. past. (2. &

 .rev... ed. 

Bruges &

 London.. 1
9
2
5

 pp. S4I88.

に
耍
約
が
載
っ
て
居
る
。

(

13)

ド 
§
- 

o
^
.D.
t. p. 

X17.

西

前
節
に
略
述
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
經
濟
乃
至
ブ
ル
ウ
デ
ュ
市
場
の
類
勢
を
前
に
し
て
、

ハ
シ
ザ
は
如
何
な
る
對
策
を
識
じ
て
以
-C
,ネH 

デ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け
る
商
業
至
上
權
の
維
持
を
圖
つ
た
か
。
こ
れ
を
以
下
ズ
ン
ド
戰
爭
終
了
後
の
時
期
に
就
い
て
窺
は
ぅ
0
そ
れ
は
ブ 

ル
ウ
デ
ュ
•
ス
テ
エ
ブ
ル
を
繞
つ
て
、

ハ
ン
.ザ
と
和
蘭
商
人
と
の
間
に
郇
ひ
.の
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

ハ
ン
ザ
が
フ
ラ
ン
ド
ル
に
於
い
て
獲
得
し
得
た
特
權
を
擁
護
す
る
方
法
と
し
て
、
最
初
採
ら
れ
た
も
の
は
'
對
フ
ラ
シ
ド
ル
通
商
封 

鎖
、
そ
し
て
ブ
ル
ウ
デ
ュ
商
僻
の
撤
去
で
あ
る
。
こ
の
，經
濟
戰
は
十
四
世
紀
に
於
い
て
一
ー
囘
、
十
五
世
紀
に
於
い
て
一
囘
行
は
れ
て
罟
り
、

そ
れ
が
公
然
の
戰
部
を
伴
は
な
か
っ
.た
點
に
於
い
て
、
對
丁
抹
通
商
封
鎖
と
異
る
特
徵
を
帶
び
て
居
る
。
即
ち
一
三
玄
八
丨
六
〇
年
と 

1
.三
八
八
丨
九
ニ
苹
に
は
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
へ
、ニ
四
五
一—

五
七
年
に
は
最
初
デ
ヴ
ェ
ン
タ
ア
へ
、次
い
で
ユ
ト
レ
ヒ
ト
べ
と
、
ハ
ン
ザ 

は
フ
ラS

ド
ル
の
本
據
を
移
し
た
の
で
あ
つ
た(

i

o
然
し
こ
の
手
段
は
、
彼
等
に
加
へ
.ら
れ
た
画
迫
が
極
度
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
採 

ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
移
轉
に
ょ
つ
て
フ
ラ
ン
ド
ル
に
於
け
る
商
乘
に
損
寄
を
與
へ
.、
以

.て

當

該

抑

壓

の

撤

廢

乃

至

彼

等 

に一

層
有
利
な
特
權
賦
與
の
條
件
の
下
に
、
再
び
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
に
復
歸
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
.こ
れ
は
ハ
ン
ザ
成
員
に
も
尙
損 

害
な
し
と
は
し
な
い
。
例
へ
ば
撤
退
の
際
に
手
持
商
品
を
有
利
に
販
寶
し
.盡
す
と
は
限
ら
ず
、
■貸
金
の
囘
收
も
亦
難
い
と
こ
ろ
で
あ
つ 

た
。
素
々
彼
等
が
特
酸
を
獲
得
し
た
の
は
•彼
等
が
東
西
兩
歐
を
連
絡
す
る
第一

人
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
從
っ
て
彼
等
の
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
來 

訪
が
他
の
外
來
商
人
を
こ
V
に
引
き
.っ
け
る
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に
恶
く
と
こ
V
多
か
‘つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
彼
等
が
多
數
こ 

、
に
來
り
、
そ
の
勢
威
盛
.な
る
場
合
に
は
、：
都
市
當
局
乃
至
土
地
領
主
の
特
權
侵
害
は
生
ず
る
こ
と
尠
い
と
'

1K

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ 

\
に
於
い
て
商
館
移
轉
に
ょ
ら
ず
し
て
權
ヵ
者
の
壓
迫
を
囘
避
す
る
他
の
方
法
と
し
て
、
‘ 

< ン
ザ
商
人
の
ブ
ル
ゥ
デ
み
訪
問
を
獎
勵
す 

る
こ
と
が
問
題
と
な
：る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

一
四
四
一
一
年
シ
ト
ラ
ル
ズ
ン
ト
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
龠
議
に
こ
れ
は
提
案
さ
れ
、
採
用
さ 

れ
た(

2)

0
そ
し
て
こ
の
實
行
方
法
と
し
.て
は
、
ブ
.ル
ゥ
チ
ュ
を
强
制
ス
テ
土
ブ
ル
と
す
る
■こ
と
以
外
に
策
は
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。，

(

1)

誰
し 
く
ば 

Warner Friccius, Der Wirtschaftskrieg alstMi.ttel ha

s.scher Politik im 

lrf
x
.t-
l
u
n
d 

15. Jahrhcnderf, i
n

ffi
G
b
H
.
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.
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.
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ル
ゥ
デ
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ハ
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:

y
ル
^
デ

.-
遽
暴
け
ネ
ー
ン

^
ミ

響

姻

人

， 

五

六

I

六)

.

こ
I

養

ブ

ル

ゥV

富

Q

譖

策

I

:
る
が
：•
.ハ
ン
ザ
が
こ
の
I

へ
.移

行

畜

^

た
の
^
あ
-つ
.た
0
:裏
は

ハ

ジ

：ザ
商
人
が
5
フ

ン

ド

ル

，
で

賈

入

れ

る

商

品

の

第

二

依

を

！

5

め

る

毛

織

物

が

、
：
こ

0

頃
品
質
粗
惡
と
な
つ 

.た
|

に
對
ず
I

の
で
あ
る
。
在
來
の
慣
潜
と
す
る
と
こ
ろ
は
、，
.こ

の

遠

物

を

製

繁

-フ
，
ル

.ゥ

ヂ

ラ

に

運
び

.人
れ
.
C 

V 

0
.
.
^
0 

T

 ̂
以
て

製
品

保
證
が
行
は
れ

s

f

)

。

#

0 

 ̂

 ̂

?

>
 

<

ン

ザ

議

市
の

消
S

は
品
質 

I

用
す
る
こ
と
が
出
來
義
け

1

るC

然
る
に
こ
の
：毛
織
物
を
ブ

ル

笔

く
な
つH

來

て

•そ
れ
と
共
に
毛
織
物
の
_

化
が
注
目
さ
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
こ
V
に
於
い
て
右
の
四
ニ
年
：.の
パ
ン
ザ
會
議
は
、

フ
ル
•ゥ
チ
ユ
商
餅
に
こ
れ
に
對
す
る
監
督
强
制
權
を
赋
與
し
た
の
で
あ
る
。

P
ッ

ゲ

氏

は

こ

れ

を

、
恰

も

中

世

都

市

の

>:
|

”

が

そ

の 

手
工
業
者
の
製
品
を
監
督
し
、
以
つ
て
.品
質
を
保
證
す
る
を
義
務
と
し
た
に
似
る
と
云
つ
て
居
る
が
2

.

こ
の
ハ
ン
ザ
の
見
定
は
足 

來
慣
習
1

つ

た

倉

ろ

美

制

化

し

.た
も
Q

H

そ
れ
は
ブ
ル
.ゥ
デ,

で
貴
人
れ
I

の
广
等

器

年

寄

の

證

明

書

が

な 

け
れ
ぼ
、

ハ
ン
ザ
商
人
は
フ
ラ
ン
ド
ル
及
び
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
毛
織
物
を
、
又
和
蘭
の
毛
織
物
と
し
て
は
ラ
ィ
デ
ン
、
ア

ム

ス

テ
ル
ダ

ム

、

シM

ダ
ム
ょ
り
產
す
る
も
の
を
.
ハ
ン
ザ
都
市
に
搬
入
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
と
定
め
た
の
で
I

V
、
。

そ

し

て

こ

れ

と

相

應

じ

て 

-ブ
.ル
ゥ
デ
ュ
商
館
は
、
非
ハV

ザ
の
バ
ル
ト
海
地
域
へQ

毛
織
物
輸
出
も
亦
、
こ
の
條
件
に
從
ふ
べ
き
こ
と
を
こ
の
望
に
附
加
し
た
。

こ
の
規
定
は
ハ
シ
.ザ
と
和
蘭
と
の
關
係
に
就
い
て
会
へ
ば
、前
記
三
都
市
以
外
に
於
い
て
產
す
る
和
蘭
還
物
の
輸
出
禁
止
で
あ
つ
て
、 

.フ
ラ
ン
ド
ル
乃
室
ブ
ラ
バ
ン
ト
の

毛
織
物
保
護
の
爲
め
に
-
.和
蘭
毛
織
物
を
抑
腿
す
f

の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
旣
述
の
一
四
一
七
年

に
於
い
て
旣
に
試
み
ら
れ
た
方
策
の
.繰
り
.返
へ
し
で
あ
っ
た
と
さ
.へ
.ー.23
:
へ
ょ
ぅ
。■

從
'っ
て
こ
の
.ブ
ル
ウ
デ
ュ
の
ス
テ
エ
ブ
ル
强
制
は
、

ハ
ン
ザ
競
带
者
の
勢
力
阻
止
.の
爲
め
の
も
の
で
も

あ
り 

> 
こ
の
和
蘭
、
ゼ
エ
ラ
ン
ド
の
商
業
的
利
益
に
對
す
る
ハ
ン
ザ
，の
腿
迫
政
策
か 

ら
し
て
、
ズ
ン
ド
戰
爭
の一

應
平
靜
に
赴
い
た
翌
年
旣
に
兩
者
の
間
に
は
*再
び
.ブ
ル
■ウ
デ
'ュ
•
ス
テ
エ
ブ
ル
問
題
を
繞
っ
て
經
濟
闘
爭 

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
'

(

3 

H
R
U
rv'
,
2
. 

Nr. 594, Nr. 60S § 12,
、Nr. 627. 

:
.

(

4
0 Heinrich 

R
Ooq
.Jq
e
, 

Der Stapelzwang

fi
-
s
r
n
e-
o
h
e
n 

Kontors zu Briigge im 15, Jahrliundert. (

s
d
. 190s.)

</
>
• 

H
co
. 

o
o
)

 

H
R
,

 II. 2* Nr. 

i
 奶12; 

Nr. 

627.

V
こ
の
謂
は
^
保
難
主g

的
制
度
は
、.
ぐ
ン
ザ
に
と
つ
て
も
ブ
ル
ウ
デ
一
に
と
つ
て
も
等
し
く
共
通
に
利
益
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

. 

し
か
も
そ
の
實
こ
れ
は
，

ハ
ン
ザ
の
取
引
を
.ブ
ル
ウ
デ
ュ
に
集
中
化
し
、
以
て
こ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
忙
ょ
0
て
八
ン
ザ
內
部
の
指
導 

權
を
.確
保
せ
ん
と
し
た
”

.ュ
べ
ッ
.ク
の
政
策
の
.具
體
化
な
の
で
あ
っ
て
、
ブ
.ル
ウ
デ
ュ
の
商
館
は
結
局
リ
ュ
ベ
へ
ッ
ク
の
傀
儡
た
る
に 

過
ぎ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る0

O
O

こ
の
慣
習
的
ス
テ
子
7°
ル
か
ら
強
制
的
ス
テ
'エ
.。フ
ル
へ
.の

轉

化

に

ょ

っ

て

'

例

令

そ

れ

が

毛

織

物
 

に
對
し
て
だ
.け
'で
あ

っ

：
た

に

せ

ょ

：
、

.

.そ
れ
が
取
引
上
に
占
め
る
重
要
性
か
ら
し
て
そQ

影
響
を
受
く
る
範
圍
は
廣
a
で
あ
っ
た
？
し
か 

知
こ
の
政
策
は
、
越
え
て
：四
七
年
更
に
强
化
さ
れ
た
。)

こ

れ

亦

，
フ

ラ

ン

ド

ル

に

於

け

る

<

X-
ザ
商
入
來
往
Co
.減
退
の
幕
實
を
そ
の
袈
卧 

に
於
い
て
物
語
る
も
の
と
做
し
得
る
が
、
こ
の
部
の
規
定
は
、
ひ
と
り
毛
織
物
の
，み
な
ら
ず
•
他
の
多
く
の
重
耍
商
品
に
對
し
て
も
ス 

テ
土
、
フ
ル
強
训
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
、
に
謂
ゆ
る
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品(

g
p
p
&
g
y
^

oa)

と
ヴ
ェ
ン
テ
商
品(

y
Bs-
g
^
Q
a
と
の 

ブ
ル
ウ
f
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
^
和
蘭
商
人
：

 

五

七

(

七六七

〕



プ

ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に

於
け

る
ハ
ン

ザW

和

蘭

商

人1 

.
五
' 

(
」」

六
八) 

區

別

：が

な

さ

れ

た
<D
で

あ

つ

た

。

た

)

個
々
の
商
品
を
夫
々
の
部
類
に
數
へ
擧
げ
た
の
は
、
：1
四
五
ニ
年
の
デ
ヴH

ン
タ
ア
並
び
に
ユ 

ト
レ

ヒ
ト
へ
<D
.商
館
移
轉
に
際
し
て
、
こ

れ
等
の
都
市
に
ス
テ
工
ブ
ル
權
を
認
め
&
れ
た
時
に
始

ま

る

が(

ブ)

V
然
し
實
質
に
泠
ぃ

て 

ほ
四
七
年
.旣
に
兩
商
品
種
類
は
區
別
さ
れ
て
居
.た
。

一
般
的
：に
は
、

ス
テ
：H

ブ
ル
商
品
と
ヴ
工
：ン
.テ
商
品
と
は
、
商
品
の
厲
1
に
甚

A 

て
區
別
さ
れ
た
と 
ー2\
ふ
ベ
く

、

前
者
は
ス
テ
エ
ブ
ル
に
運
ば
る
ベ
き
有
價
商
品
で
，あ
り

、
.後
者
は
謂
ゆ
.る
嵩
荷
に
屬
す
る
も
の
で

生
と 

し
て
艘
舶
に
よ
.つ
て
輸
送
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
體
的
に
は(

C
O
、

職
、
銅
、
錫
、
皮
革
製
品
、

ス
ゥH

デ
ン
鐵
鑛(

O
s
e
m
l
)
、

琉 

酸

鹽

大

靑

、
各
秫
脂
肪(
魚
油
、
バ
タ
、
歡
腊
、

フ
ロ
.メ 
9〕)

織
物
原
料(

羊
毛
、
51
1
«
、
大

麻
13〕

粗
麻)

、
麻
織
物(

11〕

が
.ス
テ 

K

ブ
'ル
商

品

：で

あ

り

V

ヴ
工
ン
テ
商
品
と
し
そ
規
定
さ
れ
た
も
の
は
、
木
材
、
瀝
靑
、
タ
ァ
ル
、
石

灰

12)

、

麥
酒
、
穀
物
、
壁
板
甩 

懈
材(

13)

で
あ
つ
た

11
^

要
す
る
に
柬
歐
よ
り
の
高
價
'な
商
品
、
並
び
に
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
和
蘭(

但
し
前
記
の
三
卞
ノ 

の
產
す
る
毛
織
物
は
、
ブ
ル
ゥ
ヂ
.ュ
市
場
に
於
ぃ
て
(0
-
み
寶
貢
せ
ら
る
べ
き
こ
と
4

れ
た
の
で
あ
つ
た
0
の
み
な
ら
ず
、
ス
テ
エ
ブ 

ル
商
品
は
生
と
し
て
パ
ム
ブ
ル
.ク
I

リ

n

ベ
ッ
ク
の
降
路
を
と
つ
て
運
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
V
ヴH

ン
.
テ

商

品

は

大

體

迂

囘

航

路

に 

よ
つ
て
輸
送
さ
れ
る
'も
の
'で
あ
つ
た
か
ら
、

ハ
ン
ザ
の
ズ
テH

ブ
ル
政
策
は
謂
ゆ
る
ハ
ン
ザ
商
業
路
の
復
活
と
、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
を
し
て 

•
ネ
工
テ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け
る
交
易
の
中
心
點
た
ら
し
め
る
こ
と
と
を
圖
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
一
石
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
れ
は
從 

來
の
ハ
シ
ザ
の
商
業
制
度
の
根
柢
で
あ
り
、
又
リ
ュ
べ
ッ
ク
の
利
益
の
_

で
あ
つ
た
商
業
狀
態
のg

現
で
あ
るC

0
>
)
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. vlome .

太
シ
ラ
ア 

Hリ
ユ
ッ
べ
ン
に
よ
^
±*
、
. 
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ett, 

bes. 

das'Nierenfett 

d
e
r

cochweine, sowl.e das. Schmalzfett der GSnse** 

と
ち
る
バ
、
孰
れ
を
指
す
か
不
ig
で
あ
る
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a
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b
s
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Mittelniederdeutsches W5rterbuch. Bd. V.

• 

(Bremen. 1SS0) s. 

_) 

、

(

10)

大
麻
は
一
四
五
ニ
年
に
は
ヴ
*
ン
テ
商
品
で
あ
り
、
八
七
年
に
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品
と
な
っ
た
。

(

U)

麻
織
物
はJ

四
八
七
年
ブ
ロ
ィ
セS

諸
都
市
の
希
望
に
よ
り
、
•フ
ロ
ィ
セ
ン
產
の
も
の
は
ス
テK

•フ
ル
商
品
か
ら
除
か
れ
た
。

(

12)

ハ
ン
ザ
會
議
は
一
四
七
〇
牢
及
び
八
七
筇
の
ー
®

,
石
灰
を
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品
に
し
よ
ぅ
と
し
た
が
、
ブ
ロ
ィ
セ
ン
及
び
リ
フ
ラ
ン
ド
の

反
對
に
よ
つ
て
ゲ
ヱ
ン
テ
商
品
と
な
つ
て
居
る
。 

. 

.

(

3一

) 

-
J
g
s
s
c
h
o
t

t
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J
,
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f14〕

一
四
八
七
年
に
は
こ
の
外
に
葡
萄
酒
が
グ
ヱ
ン
テ
商
品
中
に
追
加
さ
れ
た
。

し
か
も
斯
く
の
如
き
.ハ
ン
ザ
の
規
定
のE

的
の
一
と
し
て
、
從
來
ハ
ン
ザ
が
獨
占
し
て
居
た
ネ
工
デ
ル
ラ
ン
ド
毛
織
物
の
對
東
歐
取 

引
に
對
す
る
和
蘭
商
人
の
競
举
を
"
困
難
な
ら
し
め
る
こ
と
が
在
っ
た
の
は
，
旣
に
一
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
蓋
し
和
蘭
商
人
が
そ
の 

土
產
の
毛
織
物
を
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
經
_
に
て
ハ
ン
ザ
諸
都
市
に
輸
m
す
る
と
な
れ
ば
、
先
づ
ブ
ル
ゥ
ヂ
‘

へ
の
運
賃
、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に
於 

け
る
諸
手
數
料(

ホ
オ
ル
使
用
料
、
仲
立
人
手
數
料)

等
を
加
算
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
商
品
は
ハ
，ノ
/サ
取
扱
の
も

の

.に
比
し
て 

高
價
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
ハ
ン
ザ
領
域
に
向
ふ
ネ
エ
.デ
.ル
ラ
ン
ド
毛
織
物
輸
出
を
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
に
集
中
す
. 

る
こ
と
広
よ
つ
て
、

ハ
ン
ザ
は
そ
の
商
館
を
通
じ
て
毛
織
物
統
制
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
るo

然
し
な
が
ら
こ
の
ハ
ン
ザ
、
殊 

ブ
ル
ゥ
デ
ュ
市
場
に
於
け
る
ぐ
ン
ザW

和
蘭
商
人 

五

九

(

七
六
九〕



>

l

i

f

 

i

l雙

 

g
 

(

塞

に

リ

n

へ
ッ
^

の
目
^

は
、
直
ち
に
そ
の
期
圖
す
る
如
く
に
達
成
さ
，れ
得
な
か
つ
た
。

、
：：
一
四

五

1
|
五

<
年

の

對

|

ン

ド

ル

需

封

鎖

が

失

敗

8

し

た

こ

と

は

他

の

|

に

述

笔

と
は
ハ
"
i

都
市
£

T

I

I
物
I

s

:
し
め
る
u

f
、
忘

I

醫

一

市

以

外

鬆

麗

市

益

け

|

|

_

に

則
戟
を
與
へ
た
こ
I

 
く
な
い
。
.
ハ
ア

ク

I
Q如
き
は
そ
の

一
例
で
1

8

0
 :

斯
か
1

螯

の

他

に

*

ラ

イ

デ

ン
、
ア

ム

ス

テ

ル
ダ 

ム

シ

么

H.

タ
ム
■

織
物
に
ス

テ

エ
プ

ル
强
制
を
課
す
こ
と
、
並
び
に
他
の
和
蘭
遺
物
の
取

扱

を

禁

止

す

る
I

に
對
し

て

、

/ 

イ
デ
ル
•
ゼ
エ
の
諸
都
市
は
强

く

反

f

る
^

こ

ろ

I

つ

た
o
特
に
和
蘭
f

 

I

獨
逸
に
對
す
る
I

f

し
デ
ヴ

- 

ン
タ
ア
は
、
ゥ

H

ス

ト

フ

ァ

ア

レ

ン
、

一一

イ
ダ
ア
ラ
イ
ン
諸
帮
の
先
鋒
と
な
つ
て
、
共
同
讓
を
提
出
し
た
s

o

然
し
ハ
ン
ザ

は

そ

I

f

欝

寄

一

四

六

五

年

忘

蘭

g

毛

I

は
す
べ
5

ル
ゥ
デ
？

ス
テH

ブ
ル
I

ハ
ン
ザ
が
和
蘭
毛
織
物
取
引
を
禁
止
し
得
ざ
る
こ
：I

示
し
た
も
の
と
云
ふ
べ
く
* (

ン
ザ
が
i

物
取
引
そ
の
も
め
を
放
棄
せ
ざ
る 

阴
り
、
こ
の
手
段
に
出
る
こ
と
は
必
要
だ
つ
た
の
で
あ
る
0

.

Q

V
前
揭
拙
稿
、
八
五
頁
。
'

• 

.
 

..

(

16) 

Daenelr Holland, 

s
'
33-4.

C17)

デ
ヴ
工
ン
タ
ア
に
就
い
て
は
ド
.
ミ
.
i

f
 

P

I
 

die 

S

I 

der 

l

i

e

.
 

(
l
a
r
.

I

I
を
I

 

次
い
で一

四
七
〇
年
の
謂
ゆ
る
ス
テ
エ
ブ
ル
改
i

e
 r

e
f

 cie des 

I

I

以

て

、
'
ハ

ン

ザ

の

期

圖

せ

る

観

々

度

は

完

成
さ
れ
た
。
シ
ト
ラ
ル
ズ
ン
ト
の
鱗
和
後
百
苹
に
し
て
こ
、
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
と
ハ
ン
ザ
領
域
と
の
間 

に
交
易
せ
ら
れ
る
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品
は
ハ
ン
ザ
商
人
に
よ
つ
て
、
そ
し
て
ハ
ム
ブ
ル
ク_

■リ
ュ
ベ
ッ
ク
路
を
經
て
取
扱
は
る
ベ
く
、
ヴ 

ゥH

イ

s

i
ハ
ム
ブ
ル
タ
間
は
、
リ
ュ
ベ
ッ
ク
と
ハ
ム
ブ
ル
ク
と
が
共
同
し
て
仕
立
て
た
船
舶
を
以
て
運
送
し
得
ざ
る
時
に
限
り
、 

他
の
船
舶
に
積
載
し
得
る
も
の
と
な
す
こ
と
で
あ
つ
た(

19〕

。

即
ち
ス
テ
エ
ブ
ル

商
品
の
取
引
及
び
運
送
を
す
べ
て
競
举
者
よ
り
遮
斷 

し
、
以
て
リ
ュ
べ
ッ
ク
の
銃
制
下
に
置
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
よ
り
ニ
世
紀
以
前
に
於
い
て
形
成
さ
れ
、
そ
の 

後
事
情
の
變
癭
と
共
に
漸
次
に
止
揚
さ
れ
っ
、
あ
っ
た
交
.易
狀
態
を
、
强
制
的
に
復
活
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る(

20)

。

こ
の
頃
の
ハ
ン 

ザ

：の

保

守

的

性

枱

を

顯

は

に

示

す

も

0
で

あ

っ

た

，と

袞

は

ね

ば

な

ら

な

い

。

： 

、

.こ

.の
規
定
に
よ
っ
て
和
蘭
商
人
は
そ
の
商
業
及
び
蓮
送
業
務
を
擧
げ
て
パ
ン
ザ
に
依
倚
せ
ざ
名
を
得
な
く
な
っ
た
譯
で
あ
る
。
勿
論 

こ
れ
は
表
面
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ス
テ
エ
ブ
ル
强
_
の
1

>
 
或
は
封
鎖
的
交
通
制
度
の
.侵
害
は
數
多
く
#
し
た
。
取
締
規
定
の
嚴 

重
で
あ
る
に
從
っ
て
、
と
れ
を
潜
る
方
途
は
よ
り
多
く
^
じ
て
來
る
も
の
で
'あ
る
が
、卜
い
ま
こ
の
十
s
ii
i
r紀
m
ヰ
の
ハ
シ
ザ
の
統
制
策 

.に
對
し
て
生
じ
た
ス
テH

ブ
ル
囘
避
手
段
の
主
な
る
も
の
を 
一
ー
$
げ
よ
ぅ
。
そ
の
.
|は
、
ブ
.ル
ゥ
、チ
>
,
ス
テ
エ
ブ
ル
と
競
爭
す
る
ス 

テ
エ
ブ
ル
の
出
現
で
あ
る
。

こ

れ

は

2 wi
s
e

 

L

f
 

-

と
も
稱
せ
ら
れ
た
が
、
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品
消
費
者
は
こ
の
競
爭
市
場
か
ら 

直
接
そ
の
欲
す
る
も
の
を
人
乎
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
ネ
.エ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
競
爭
市
場
と
し
ズ
は
、
ブ
ラ
バ
.ン
ト
に
於
け
る
ア
ン
ヴ
ヱ 

H

ル
、
メ
ケ
ル
ン
、
ゼ
エ
ラ
ン
ド
の
ミ
ツ
デ
ル
ブ

ル
フ
と
フH

工
レ
、
お
蘭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
,そ
し
て
.ユ
'ト
レ
ヒ
+
等
が
擧
げ
ら 

れ
、

ハ
ン
ザ
の
領
域
に
於
い
て
は
、
例
へ
ば
ハ
ム
ブ
ル
ク
の
近
く
の
イ
ツ
ツH

へ
1

フ

ゥ

ズ

ム

等

は

こ

の

；
種

.の

密

輸

人

者

の

好

ん

で 

ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ぐ
ン
，
ザ

W

和
蘭
商
人
 

六一バ七七

 
一
：

T



ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ス
ン
ザw

和
蘭
商
人
：

-5
一
 

S

S
 

集
る
場
所
で
あ
つ
.た
の
み
な
ら
ず
、

广
ム
プ
ル
ク
に
於
い
^
'さ
へ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
運
ば
る
ベ
き
ス
テ
エ
ブ
ル
商
品
に
對
す
る
監
視
は 

勵
行
さ
れ
た
と
は
茇
へ
な
ぃ
の
で
あ
'っ
た
<21)

？

又
毛
織
物
を
製
造
地
か
ち
直
接
貿
付
け
、
こ
れ
を
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
で
買
入
れ
ト
こ
も
の
と 

傷
る
.

< 

ン
ザ
商
人
も
あ
り
、
非
ハ
ン
ザ
と
の
組
合
禁
止
に
も
拘
-^
ず
こ
れ
を
敢
ぇ
て
す
る
ハ
ン
ザ
商
人
も
®
く
な
か
っ
た
。
そ
の
他
ヵ
ム 

。へ
ン
市
當
局
が
和
蘭
商
人
に
市
民
權
を
賦
與
し
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
彼
等
は
ハ
ン
仏
市
民
と
し
て
特
權
を
享
有
し
得
た
如
き
は(

22)

-
こ 

の
都
市
が
ハ
' ン
ザ
都
市
で
あ
つ
て
も
謂
ゆ
る
、'ツ
イ
デ
ル
•
ゼ
エ
都
市
群
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
當
然
»
こ
と
と
も
^
さ 

れ
得
.や
ぅ
。
，又
ブ
ロ
ィ
セ
ン
諸
都
市
が
反
對
的
行
動
に
出
た
|

;'
そ
；の
»
英

、
丨

對

蘭

友

好

關
-1
1

か

ら

見

て

.も

別

し

て

異

と

す

べ
き
で 

は
な
ぃ
。
即
ち
ハ
.
.ン
ザ
.內
部
に
於
け
る
諸
都
市
の
利
害
の
背
反
か
'ら
し
て
も
、
リ
>
べ
ッ
.ク
の
爲
め
の
^
の
.で
あ

っ

た

規

定

の

.
遵

守

は 

望
み
難
か
つ
た
と
！其
は
ね
ば
な
ら
な
ぃ
0
そ
1
て
和
蘭
商
人
は
こ
の《

ン
ザ
內
部
の
間
隙
に
乘
ず
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
つ
た
。
然 

し
彼
等
の
■ハ
.ン
ザ
に
對
す
る
競
爭
は
、

广
ン
ザ
內
部
に
利
害
を
共
同
に
す
る
者
を
見
出
し
た
が
爲
め
に
の
み
容
易
と
な
つ
た
と
は
一
友
へ 

な
い
の
セ
あ
る
。

ハ
ン
ザ
の
ス
テ
.エ
ブ
ル
規
定
の
實
行
は
、
上
述
と
は
別
の
根
據
か
ら
も
困
難
と
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
ネ
エ 

デ
ル
ラ
：ン
ド
の
政
情
と
經
濟
狀
態
.の
變
化
と
で
あ
.る

。

’
(

19)
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Ebenda, s. 

38. 

'

こ
こ
に
十
五
世
紀
七
十
年
代
以
降
の
ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
的
變
化
を
詳
述
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
中
央
集
權
的
國
家
の
建
設 

に
努
力
す
る
ブ
ル
/ク
ン
ド
朝
治
下
の
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
に
於
い
て
、
バ
ン
ザ
の
主
張
す
る
ス
テ
ヱ
ブ
ル
强
制
政
策
の
遂
行
が
困
難
で
あ 

る
こ
と
は
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
。

ハ
ン
ザ
の
行
は
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
ブ
ル
グ
ン
ド
公
の
權
カ
下
に
置
か
る
べ
き 

も
の
に
對
す
る
侵
害
で
あ
.っ
た
し
、
.そ
れ
が
必
ず
し
も
ネ
工
デ
ル
ラ
ン
ド
全
體
の
福
祉
を
齎
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
Q 

右
の
七
〇
年
の
ス
テH

ブ
ル
改
革
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
業
的
利
益
を
鈔
か
ら
ず
損
ず
る
に
至
っ
た
和
蘭
商
人
は
、
■該
規
定
の
廢
止
を
力 

ァ
ル
公
の
力
を
か
り
て
要
求
し
た
。
こ
の
自
領
內Q

經
濟
的
要
求
に
反
對
し
て
迄
も

、

ブ
ル
グ
ン
ド
公
が
ハ
ン
ザ
の
政
策
を
支
持
す
る 

こ
と
は
無
い
とW

は
ね
ば
な
ら
な
い(

1)

。
し
か
も
和
蘭
、
ゼ
ェ
ラ
ン
ド
の
她
は
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け
る
新
興
經
濟
勢
力
の
本
據
な 

の
で
あ
り
、
こ
れ
の
懐
柔
は
ブ
ル
グ
ン
ド
公
政
權
の
强
化
手
段
な
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
は
尙
更
の
こ
と
で
あ
る
0
又
旣
に
述
べ
た
如
き 

ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
經
濟
的
變
化
に
よ
っ
て
、

ハ
ン
ザ
の
媒
介
乃
至
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
ス
テ
ェ
ブ
ル
の
仲
繼
を
經
ず
し
て
、
ネH

デ
ル
ラ 

ン
ド
の
東
西
兩
歐
交
易
は
可
能
と
な
っ
て
居
々
、
そ
れ
が
現
實
に
ブ
ル
ゥ
ヂ
.
ス
テ
ェ
ブ
ル
间
避
の
增
加
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
居
た
の 

で
あ
る
。

.こ
の
他
方
バ
ン
ザ
の
側
に
於
い
て
も
直
接
に
は
丁
抹
勢
カ
の
南
下
に
よ
る
脅
威
、
タ
リ
ス
チ
ァ
ン
一
世
と
力
ァ
ル
公
と
の
連
携
を
前 

に
し
て
、
ブ
ル
グ
ン
ド
公
と
の
衝
突
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
置
か
れ
た
。
即
ち
こ
こ
に
ス
テ
ェ
ブ
ル
問
題
に
對
す
る
ブ
ル
グ
ン
ド 

公
：の
.要
求
は
、
結
局
ハ
ン
ザ
I
容
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
9

0

0斯
く
て
和
蘭
商
人
は
、そ
の
M

f

 

に
よ
っ
て
强 

ブ
ル
ゥ
デ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
ミ
和
蘭
商
人
‘ 
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制

：ス
テ
エ
ブ
ル
厳
止
I

.

徹
し
得
.た
。
そ
し
て
こ
の
'
こ
，I

X

ン
ザ
自
身
も
、
領
主
：：の
權
力
に

.
坑
u

i

の
主
張
S

し
得
な
い
と
し 

て
1

<
ル
ゥ
デ
>

商
館
に
通
吿
し
；て
居
る

(
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0

.0
, 
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,
一
西
セ
セ
年
力
ァ
ル
公
の
死
後
，
.ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
は
政
治
的
紛
糾
の
ぅ
ち
に
^
そ
込
ま
れ
た
。
攝
政
マ
キ
シ
：、、、
リ
ア
ン
は
フ
ラ
ン 

ド
ル
の
繁
榮
塞
び
。と
り
戾
し
て
、
以
て
フ
ラ
ン
デ
ル
の
反
抗
を
懐
柔
し
同
時
に
自
己
の
地
位
を
强
固
な
ら
し
め
も
と
し
、
と
こ
に
ブ 

ル
ゥ
デ
ュ
、
ス
テ
ェ
フ
ル

- ^
制
の
.復
活
を
圖
っ
た
c

-d
。」

品

 

ベ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
和
蘭
勢
力
の
競
爭
を
抑
廊
す
る 

に
好
個
の
_
會
で
あ
り
、
力
ァ
>
公
滞
下
和
蘭
が
恃
み
得
た
領
主
勢
カ
を
、
い
ま
は
ハ
ン
ザ
が
利
用
す
i

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

忽

1
こ
0
.八
五
-'
¥
の
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
と
ハ
ン
ザ

(

リ
ュ
べ
ッ
ク

)

と
の
協
カ
も
、
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
を
蔽
ふ
政
治
的
♦社
#
的
混
亂
の
下 

忆
於
い
て
は
實
施
せ
ら
る
ベv

も
な
か
つ
た
。
更
に
九
八
年
フ
ィ
リ
ッ
プ
侯
が
ブ
ル
グ
ン
ド
を
支
配
す
る
に
及
び
、

ハ
ン
ザ
商
人
及
び 

、フ
ル
ゥ
ヂ
當
局
は
侯
に
要
請
し
て
强
制
ス
テH

プ
ル
實
施Q

認
許
を
得
た
が
、
素
ょ
。
こ

れ

は

和

讓

人Q

反
.對

す

る

と

こ

ろ

で 

あ
j
、
そ
し
て
又M

の
艰
_
を

醫

な

ら

し

め

る

念

に

、
直
接
和
儒
に
於
い
て
毛
織
物
を
賈
入
れ
る
ハ
ン
ザ
荀
人
の
.背
反
.が
あ
つ 

た
。
即
ち
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ラ
ィ
デ
ン
、

ハ
ァV

ホ
ォ
ン
等
の
諸
都
市
は
、< 

ン
ザ
商
人
に
對
し
S

物
不
賣
の
約
を
結
び
、
以 

て
广
ン
ザ
商
人
を
し
て
、フ
ル
ウ
ヂ
ュ
，
•
ス
テ
エ
ブ
ル
を
囘
避
せ
し
め
る
こ
と
を
策
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
和
蘭
商
業
資
本
の
阴
ら
さ
ま

な
攻
勢
に
對
し
て
ゾ
ィ
デ
ル
•
ゼ
干
、
ザ
ク
セ
ン
諸
：都
市
0

#人
は
屈
服
す
.る
に
至
つ
た
。
の
み
な
ら
ず
東
歐
ょ
れ
輸
出
す
る
，ス
テ
エ
ブ 

ル
商
品
を
、
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
の
銃
制
下
に
置
く
こ
と
も
亦
、
決
し
て
替
易
.で
は
な
が
っ
た
の
で
あ
る0

0
、

.
こ

の

ハ

ン

ザ

諸

都

市

内

部

か 

ら
さ
へ
も
坐
じ
た
反
對
と
、
和
蘭
の
經
濟
的
發
展
の
現
實
と
に
ょ
っ
て
V
ハ
ン
ザ
も
フ
ィ

!?
:
グ
プ
侯
も
ス
テ

H

ブ
ル
强
制
を
撤
廢
せ
ざ 

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
公
け
に
布
告
さ
れ
た
の
は 

一
JE
O

一
 

年
で
あ
り
?:)

、

爾
來
和
蘭
商
人
の
競
§
ヵ
に
對
し
て
制
限
を
課
さ 

れ
る
こ
と
な
く
、
又
ブ
ル
ゥ
ヂn

商
館
は
名
實
共
に
ぞ
の
重
要
性
を
喪
失
し
、
こ
れ
と
同
時
に
、不H

デ
ル
ラ
シ
ド
商
業
世
界
に
於
け
る 

ブ
ル
ゥ
チ
ュ
の
地
位
は
衰
退
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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•

•
斯
く
の
如
く

1

四
七
0 ,
&

の
ハ
，
ン
ザ
の
强
制
政
策
は
、

ネ

H

デ
ル
ラ
ン
K

領
主
の
立
場
の
變
化
と
共
に
一
進
一
退
し
、
結
局
は
領
主 

權
力
に
對
し
て
、ノ
ン
ザ
は
敗
北
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
し
か
も
他
面
そ
れ
は
そ
の
權
.力
下
に
あ
る
和
蘭
商
業
資 

本
に
と
っ
で
は
有
利
に
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
o

た
':
'

こ
こ
.
に
‘
見
た
ブ
ル
ゥ
デ
ユ
の
究
極
的
沒
落
は
？

ハ
ン
ザ
商
館
の
衰
镚
の
爲
め
に
の 

み
生
じ
た
の
セ
は
な
か
っ
た
と
异
は
ね
ば
な
ら
な
い
,°

こ
の
北
歐
に
於
け
る
佌
界
市
場
が
、
.十
五
-

.
六
世
紀
の
交
替
期
を
以
て
、
そ
の 

稱
呼
を
名
實
共
に
ア
ン
ヴ
ユ
エ
ル

に
曙
ら
.ざ

る

を

得

な

か

つ

た

理

由

は

旣

に

說
v >

た
と
こ
ろ
で
あ
る0
ピ
レ

ン
.
ヌ
敎
授
^>
-

ー35
:

ふ
如
ぐ
、

.ス

ル

ゥ

チ

ュ

の

沒

落

は

ネH

デ

ル

ラ

ン

ド

經

濟

史

の

ー

轉

換

期

な

の

で

あ
0

て(

7

>
、
：
そ

れ

は

中

世

的

商

業

組

織

の

活

蹯

の

場

沂

が

失 

プ
ル
ゥ
•チ
ユ
市
場
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
S-
和
蘭
商
入 

六

五

ハ

七

七

五

\



K

ル
ゥ
i

市

場

に

於

け

，る

ぐ

v

f
和
蘭
商
人 

.

六

六

(

七
七
六) 

は
れ
た
こ
と
を
宗
す
も
の
で
あ
る
0
而
し
.て
.十
5:
世
紀
の
七
0
年
代
以
來
、
と
の
禆
に
於
い
て
^
テ

31
'
ズ
ル
强
制
が
.强
化
採
用
さ
れ
た 

こ
.と
は
，
謂
ゆ
る
中
世
的
經
濟(

或
は
都
市
經
濟
>
の
：|
$興
を
强
ヵ
的
に
計
る
爲
め
の
も
の
で
あ
っ
た
：'と
も
耷
ふ
べ
く
、
從
來
亥
配
的
'で 

あ
っ
た
商
業
勢
力
の
領
«
の
^
め
ら
れ
る
に
っ
れ
て
生
ず
み
必
然
的
な
經
過
.
.で
あ
っ
た
^
云
は
：ね
ば
な
ら
&
い
。

七

：七

-

—

,
九

ニ

年

に 

か
け
て
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン

F:
、

特
に
ブ
一
フ
ン
1'
;
ルた
社會
的

•政
治

的

鬪

筚.も
亦

、
中.世
的

都

市

經

濟

：の

苒

坐

乃

.至

强

化

を

繞

っ

て 

展
開
さ
れ
た
新
兩
經
濟
勢
力
間
の
部
ひ
と
規
觉
す
る
こ
と
が
出
來
る
がCCC) 、

ブ
ル
ゥ
：

デ
*!

も
亦
ハ

:/
ザ
も
、
そ
し
て
和
蘭
も
、
等
し 

く
こ
の
潮
流
中
に
棬
き
么
ま
れ
っ
气
会
上
述
ぬ
經
過
を
迪
っ
て
行
っ
た
の
セ
多
运 

(

7〕

5

3

^
 

w
* 

s

o

* 

:,

C

8) 

E
b
s
d
a
.

a

L
 

へ

(
G
o
t
h
a
.

 

3
9
0
7
0
S
.
S
7
J

 

;

中
世
的
商
業
組
織0'
爽
型
獨
逸
ハ
ン
ザ
が
、
そ
の
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
本
據
を
シH

.

ル
ト
可
畔
に
移
し
た
の
は 

一
K

四
五
年
で
あ
る

o

 

然
し
こ
れ
は
商
館
が
形
式
上
移
轉
さ
れ
た
時
日
で
あ
っ
て
、
實
質
上
は
そ
れ
以
前
に
ハ
ン
ザ
商
人
は
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
を
去
っ
て
ァ
ン
ヴ
-X 

エ
ル
に
移
っ
て
居
る
。

一

.

五
一
一
年
ブ
ル
ゥ
デ
ュ
を
訪
れ
た
ハ
ン
ザ
商
ん
は
殆
ん
ど
全
ぐ
^

ュ
べ
ッ
ク
商
人
の
み
と
云
は
れ
^
^

)

，、
三
九 

年
に
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
商
館
の
年
寄
及
が
相
談
役
の
數
は
半
減
し
で
居
た
と
云
は
れ
ふ
a

、
こ
こ
に
親
興
經
濟
の
中
心
肌
に
移
る
に
至
っ
た 

ハ.
?/

ザ
商
人
が
、
從
來
の
そ
れ
と
は
.全
く
異
.る
諸
事
情
に
適
應
し
#-

た
か
は
今
述
.ぶ
る
.限
り
で
'
な
い
が
、
四
五
年
の
商
館
移
轉
に
際
し
、 

嘗
て
の
盛
時
を
傯
ば
せ
る，，
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N
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r
u)

を
携
行
し
た
と
い
ん
ェ
シ
ネ
シ
氏
の
言
葉
は
、-
容
姿
を
新
た
に
し
た
ァ
ゾ
•ウ
ヱ
ェ
ル
商
館
に
於
い
て
も
彼

等

が

尙

傅

來
的
の
本
質
を
改
め
る
こ
と
が
無
か
つ
た
し
、
又
出
來
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
.に
足
る
も
の
か
と
考
'へ
ら
れ
る
。
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M
て
ハ
ン
ザ
を
し
て
西
歐
に
於
け
る
據
點
ブ
ル
ゥ
ヂ
ュ
か
ら
立
退
か
し
め
る
に
當
つ
て
、

一
の
役
割
を
演
じ
た
和
蘭
商
業
資
本
は
、 

世
紀
の
交
替
と
共
に
、
場
所
を
變
へ
て
、
リ
广
べ
ッ
ク
體
制
に
對
し
て
攻
擊
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
ズ
ン
ド
問
題
は
* 

Wび
兩
者
の
間 

に
確
執
を
生
ず
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
經
緯
に
就
い
て
は
他
の
機
#
に
俟
ち
た
い
。
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ゥ
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